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序

岩手県には旧石器時代から連綿と続く数多くの遺跡が残されております。先人達が創造してきた

これらの貴重な文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、私達県民に課せられた責務であると

いえましょう。一方、広大な面積を有し、その大部分が山地である本県にあっては地域開発による

社会資本の充実も県民の切実な願いであります。

このような埋蔵文化財の保護、保存と開発との調和は今日的な課題であり、当(財)岩手県文化振

興事業団は埋蔵文化財センターの創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもと、開発事業によ

ってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、中山間地域総合整備事業 (大清水地区)関連遺跡発掘調査に関連して平成 20年度に発

掘調査を行った九戸郡軽米町大字山内に所在する駒板 3遺跡の調査結果をまとめたものであります。

発掘調査によって、この地域に縄文時代後期後葉の集落跡が存在していたことが明らかになりま

した。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財行政に対する理解の一助になれ

ば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に御協力を賜 りました岩手県二戸地方

振興局農政部農村整備室をはじめとする関係各位に哀心より感謝申し上げます。

平成 21年 12月

財国法人 岩手県文化振興事業団
理事長  武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県九戸郡軽米町大字山内第 1地割 64-1ほかに所在する駒板 3遺跡の発掘調査の

結果を収録したものである。

2 本遺跡の調査は、中山間地域総合整備事業大清水地区に関わる事前の緊急発掘調査である。調査
は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課と岩手県二戸地方振興局農政部農村整備室との協議を経

て、 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが委託を受け、受託事業として実施した。

3 本遺跡の調査成果は、すでに『平成 20年度発掘調査報告書』 (岩手県文化振興事業団埋蔵文化財

調査報告書第 546集 )において発表しているが、内容については本書が優先する。

4 岩手県遺跡登録台帳に登録されている本遺跡の遺跡番号と遺跡略号は次の通りである。
遺跡番号 I F 92-1057/遺跡略号 K13-08
5 野外調査の面積・期間・担当者は、次の通りである。
調査 面 積 1,587∬

調 査 期 間 平成 20年 9月 1日 ～ 11月 18日

調査担当者 溜 浩二郎・菅野紀子
6 室内整理の期間・担当者は、次の通りである。
整 理 期 間 平成 20年 11月 4日～平成 21年 3月 31日
整理担当者 溜 浩二郎・菅野紀子
7 遺物の鑑定は、次の機関に依頼した。
石材鑑定 :花筒岩協会

炭化種子同定 。・。(株 )古環境研究所

ヒスイ原石産地同定・・。(株 )第四紀地質研究所

8 基準点測量は、有限会社下斗米測量設計に委託した。
9 野外調査にあたつては、岩手県二戸地方振興局をはじめ地元の方々の御協力をいただいた。
10 本報告書の編集については、溜浩二郎が行った。各章の執筆については第 I章「調査に至る経過」

が岩手県二戸地方振興局農政部農村整備室、それ以外の章は溜浩二郎が執筆した。

11 本遺跡の調査で得られた一切の資料、出土遺物・撮影写真 (データ含む)・ 遺構実測図 。遺物実測

図などは岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

駒板 3遺跡は、中山間地域総合整備事業大清水地区 (以下、大清水地区)の施行に伴い、その事業

区域内に位置することから、工事施行前に発掘調査を実施することとなったものである。

大清水地区は九戸郡軽米町南西部に位置し、南北に走る国道 340号線を中心に瀬月内川やその支流に

沿って分散した集落によって形成されている。農地の現況は、未整備の水田 (5～ 10a/枚)で、な

おかつ幅員狭小な農道であることから作業効率が悪く、また用つい水兼用の上側溝のため、つ,水不良等

の原因により湿田となっている。このため、大清水地区は、ほ場整備の実施により、水田の汎用化と

農作業の効率化等を図り、農業経営の安定化及び集落営農の促進に資することを目的として、平成

19年度に事業着手したものである。

大清水地区の施行に係る埋蔵文化財の取り扱いについては、二戸地方振興局農政部農村整備室から

平成 19年 10月 22日付二地農 (整 )第 104-1号「中山間地域総合整備事業計画における埋蔵文化財の

試掘調査について (依頼)」 により岩手県教育委員会に対して試掘調査の依頼を行い、依頼を受けた

岩手県教育委員会は、平成 19年 10月 30日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには駒板 3遺跡の

発掘調査が必要となる旨を平成 19年 11月 30日付教生第 1018号「中山間地域総合整備事業計画にお

ける埋蔵文化財の試掘調査について (回答)」 により回答してきた。この回答を受け、平成 20年 2月

14日付二地農 (整 )第 104-7号「埋蔵文化財試掘調査に係る工法協議について」により、盛土工法に

よる県存箇所と発掘調査による記録保存箇所について岩手県教育委員会と協議を行った。

その結果を踏まえ、岩手県教育委員会の調整を受けて平成 20年 7月 25日付けで財団法人岩手県文

化振興事業国との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施したものである。

(岩手県二戸地方振興局農政部農村整備室)

遺跡の地理的環境

1遺 跡 の 位 置

駒板 3遺跡が所在する軽米町は岩手県の北端部に位置し、県都盛岡市から北東約 73 kmの 距離にあ

り、総面積は約 246k∬で、北は青森県南部町・八戸市南郷区・階上町、南は九戸村、久慈市、西は二

戸市、東は洋野町に接する。

遺跡は九戸郡軽米町大字山内第 1地割 64-1ほかに所在し、軽米町南西部の軽米町と九戸村の町村

境のおよそ北緯 40度 17分 10秒、東経 141度 24分 16秒の地点に位置し、地形図上では国土地理院

発行の5万分の 1地形図「一戸」NJ-54-18-11(九 戸 ll号)の図幅に含まれる。

2 遺跡周辺の地理的環境

軽米町は北上山地の北端部に位置し、地勢の多くは山地・丘陵地である。遺跡の西側には折爪岳 (852

m)を頂点とし、小倉岳 (652m)、 名久井岳 (615m)が南北に連なる山地で占められる。これに対して、

北から北東側には標高 200m～ 400m前後のなだらかな丘陵や小起伏山地が広がり、周辺の高い所と

しては、東に久慈平岳 (760m)。 階上丘 (740m)・ 蛇石山 (525m)・ 姫ケ森 (498m)な どが見ら

-1-



1 遺跡の位置
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第 1図 遺跡の位置



Ⅱ 遺跡の地理的環境
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2 遺跡周辺の地理的環境
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Ⅱ 遺跡の地理的環境

れるだけである。これらの丘陵・山地は、久慈市山形村明神岳を源泉として折爪岳の東山麓を蛇行 し

て北流する瀬月内川や九戸村雪谷地区周辺を源泉とする雪谷川、およびこれらの支流によって開析 さ

れている。また、瀬月内川と雪谷川は軽米町大鳥付近で合流 し、水吉をすぎて青森県に入 り、その名

を新井田川と変え、八戸市で太平洋に注ぐ。瀬月内川と雪谷川およびこれらの支流は流域周辺の丘陵・

山地を開析 しながら、所々に小規模な沖積地や段丘を形成しているが、谷底平野や段丘の発達も悪 く、

小規模で地形区分に不明な点が多いのが現状である。本遺跡周辺を見ると、瀬月内川の西方は折爪岳

山麓の崖錐扇状地が開析を受けて丘陵地状を呈する地形となっており、これは瀬月内川の開析による

平地 (瀬月内川地溝帯)と は明瞭に異なる段丘で中位段丘に相当する。一方で瀬月内川東方にはゴヒ上

山地の古い隆起準平原を起源とする起伏の小さな山地が広がっている。これらに挟まれた瀬月内川流

域にはこれに注ぐ大小の沢によって開析された沖積地が形成され、今回調査を行った駒板 3遺跡も瀬

月内川の流れによって形成された低位の段丘面上にある。

中～古生代の軽米町付近の地質は、北部北上山地の西半部を含む葛巻―釜石帯の延長上にあり、先

第三系が分布する。主に頁岩・砂岩・チャートなどからなり、火山岩・凝灰岩類・石灰岩を伴い、石

灰岩・チャー トには石炭～ジュラ紀の化石を含む。その上位は十和田・八甲田系の火山砕屑物に覆わ

れ、古い順に洪積世では天狗袋火山灰層、高館火山灰層、人戸火山灰層、沖積世ではニノ倉火山灰層、

南部浮石層、十和田中諏浮石層、十和田 b降下火山灰層、十和田 a降下火山灰層となる。

遺跡周辺の地質を見ると瀬月内川西方は折爪岳起源の丘陵地東部先端にあたり、表上の下には古生

層の粘板岩・チャー トによって作られる崖錐性堆積物が厚 く堆積 しているの対し、瀬月内川東方は表

上の下にローム (黒ボク)があり、遺跡付近は駒板統と呼ばれる黒ボク土壌である。

<参考文献>
岩手県企画開発室 (北上山系開発)1976『北上山系開発地域 土地分類基本調査 一戸』

3基 本 土 層

今回の調査区は、瀬月内川の影響を受けた沖積段丘面に立地する。調査区幅は東西間175m、 南北

間 188mで調査区北側の ICグリッドと南西側のIA・ ⅢA区は湿地状の地形であった。このうちⅡ

A・ Ⅲ△区は耕作上下から古代の溝跡の一部が検出され、埋土中や周辺からは縄文土器が散布的な出

土を確認したものの、溝の検出面から約 lm下の礫層間までは酸化鉄を含む褐灰色粘土を主体とす
る層で遺構・遺物はみつからなかった。調査の主体となった遺構検出箇所にもっとも準じている工

B14jグ リッドを基本層序のメインセクションとしたが、遺跡全体に見られる層序をすべて確認で
きる箇所はなく、欠落した層序についてはⅢ層は堆積が確認できた補点 4よ り南西側に位置するⅡB

19fグ リッドの基本層序 3層、補 4よ り北東側で堆積が確認できるⅧ層を調査区北側 IC9iの 基
本層序 7層 よりそれぞれ補完した。なお、補 1に隣接する調査区のトレンチで十和田 a降下火山灰の

堆積がⅡ層・Ⅲ層間で確認されたが、遺構・遺物は全くなかった。また、湿地状で水の湧く地点でも

あり、農業用道路として日常的に使用され、早急に埋め戻しを行わなければならない状況であつたた

め図化は行わず、写真のみの記録に留めたため、基本土層図面に該当する層は含まれていない。

今回の調査で遺構・遺物が確認されたのはⅣ層・V層で、Ⅳ層は後期後半、V層は後期前半の遺物

を包含する。
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3 基本土層

基本土層 (Ⅱ B 14j)<メ インセクション>

1 10YR2/2黒褐色土 旧耕作土。 2層 (a、 b層 )に分層される。層厚各 25 cm。

Ⅱ 10YR3/2黒掲色土 粘性なし しまりあり層厚 10～ 20 cm。 旧耕作土ないし、整地層の可能性あり。

下に酸化鉄層確認できる箇所あり (こ の場合、酸化鉄層を工b層 と区別した)

Ⅲ 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりややあり 十和田 b降下火山灰 (φ l～ 3 mm)70/O混 入 (※

土器含む)。 補 4よ り南西側の調査区の一部で堆積を確認。

Ⅳ 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあり しまりあり径 l mmの 中抑浮石粒微量 (1%未満)含む。縄文

後期後半の遺構検出・遺物出土。

V 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあり径 l mmの 中諏浮石粒 3～ 50/O含む。縄文後期前半の遺物

出土。

Ⅵ 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりありにぶい黄燈色砂 (10YR6/4)20%、 中掠浮石粒 80/O含む。

Ⅶ 10YR2/1黒 色土 粘性あり しまりあり径 1～ 3 cmの礫 10%混入。

Ⅷ 10YR4/2灰黄掲色土 粘性あり しまりあり 補 4よ り北東側の調査区で堆積を確認。湿地状で

ない箇所については土色は 10YR4/3～ 10YR4/4で ある。

Ⅸ 砂礫層。

基本土層 (IC9i)
1 10YR4/1灰褐色土 現耕作土。

2 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあり 1～ 2 mmの 中扱浮石粒 1°/。未満含む。Ⅳ層に相当

3 10YR2/1黒色土 粘性ややあり しまりあり 1～ 2 mmの 中棘浮石粒 30/0未満含む。V層 に相当

4 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 1～ 2 mmの 中撤浮石粒 50/0未満含む。 3層が 10°/o

混合。Ⅵ層に相当

5 10YR4/4褐色砂 粘性なし しまりあり 1～ 2 mmの 中ITX浮石粒 20～ 250/O含む。Ⅵ層に相当

6 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあり Ⅶ層に相当

7 10YR4/2灰責褐色土 粘性あり しまりあり Ⅷ層に相当

基本土層 (IB 19 f)

1 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあり 十和田 b降下火山灰 (φ l～ 2 mm)30/O、 中級浮

石粒 (φ lmm)l°/o、 炭化物粒 (φ lmm)l°/o混入 (※ 旧耕作土)I層 に相当

2 10YR3/3 暗褐色土 粘性なし しまりややあり 十和田 b降下火山灰 (φ lmm)20/0混 入Ⅱ層

に相当 To―a150/Oブロックで混入

3 10YR2/1 黒色土 粘性なし しまりややあり 十和田 b降下火山灰 (φ l～ 3 mm)70/O混 入 (※

土器含む)Ⅲ層に相当

4 10YR3/1～3/2 黒褐色砂質土 粘性なし しまりややあり 酸化鉄 10°/。混入 Ⅳ層に相当

5 10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性ややあり しまりややあり 酸化鉄 70/0、 中撤浮石粒 50/O(下 部

に多い)混入 V層に相当
6 10YR4/2 灰責掲色砂質土 粘性ややあり しまりややあり 酸化鉄 30/O、 中如浮石粒 10°/o混入

Ⅵ層に相当

7 10YR4/1 褐灰色粘土 粘性あり しまりあり 酸化鉄 5%混入 Ⅶ層に相当
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4 遺跡周辺の歴史的環境

4 遺跡周辺の歴史的環境

(1)軽 米 町 の遺 跡
軽米町の遺跡は、平成 19年 12月 31日 現在、岩手県教育委員会が作成した『岩手県遺跡情報検索

システム (二戸・久慈地方振興局管内)』 によれば、520箇所が登録されている。時代別の内訳をみ

ると112遺跡は時代が複合しているため重複するが、縄文時代 410、 弥生時代 24、 古墳時代 1、 奈良・

平安時代 116、 中世 33、 近世 48で旧石器時代の遺跡は確認されていない。縄文時代の遺跡が全体の

約 780/Oで最も多く、次いで古代が 28%であるが、古代の遺跡は、縄文時代の遺跡と複合するものが

90遺跡と圧倒的に多い。中世・近世の遺跡はそれぞれ全体の 1害Jに満たないが、中世はいずれも城

館跡、近世は観音林の一里塚以外はすべて製鉄関連遺跡である。遺跡の分布傾向としては縄文時代～

古代が瀬月内川・雪谷川とその支流一帯に多く、特に瀬月内川西側の段丘に集中する傾向がある。近

世の製鉄関連遺跡は、軽米町東方の山間部に集中する。

(2)周 辺 の 遺 跡
軽米町の遺跡は、前述のように520箇所が登録されているが、このうち駒板 3遺跡が所在する山内

地区には85箇所の遺跡が周知されている。時代別の遺跡数は縄文時代が 77(複合遺跡を含む)で最も

多く、約 930/0を 占める。古代は5であるが複合遺跡を含めると26あ り遺跡数の 28%を 占める。他は

弥生時代 2、 中世 3、 近世 1と なっている。遺跡の立地状況をみると、折爪岳の東山麓の丘陵地や段

丘面に多く、瀬月内川左岸に偏って分布する傾向を示し、隣接する九戸村江刺家にある遺跡でも同様

であるが、これは開発による遺跡の分布調査が瀬月内川左岸に多いことも影響していると考えられる。

過去に周辺で調査された遺跡としては、昭和 57・ 58年に東北縦貫自動車道八戸線建設に関連して

行われた駒板遺跡があげられる。駒板遺跡は今回調査を行った駒板 3遺跡から北東方向約 2 kmの 丘陵

地上に立地する遺跡であり、縄文時代の住居跡や陥し穴状遺構、奈良時代の住居跡、近世の密銭鋳造

跡や炭窯などがみつかっている。また、平成 7年には県北農業研究センターの建設に関連して和当地

I遺跡の調査が行われ、縄文時代の住居跡や陥し穴状遺構、弥生時代の住居跡等が見つかつている。

また、隣接する九戸村でも開発に伴い、多くの調査が実施されており、昭和 56・ 57年には東北縦

貫自動車道人戸線建設に関連して道地Ⅱ・道地Ⅲ・嶽 I・ 嶽工
。江刺家Ⅳ・江刺家V・ 滝谷Ⅲなどの

各遺跡が調査されている。昭和 63年～平成 3年には国道 340号の改良工事に関連して九木橋遺跡・

管波 I遺跡・葉ノ木沢遺跡が調査されている。平成 2～ 4年には農免農道整備事業に関連して田代Ⅳ・

田代Ⅵ遺跡の調査が実施され、田代Ⅳ遺跡では縄文時代中期の配石遺構・陥し穴状遺構、田代Ⅵ遺跡

では縄文時代中期の住居跡が検出されている。

第 1表 周辺の遺跡一覧表
NO 遺跡名 よみがな 種  別 時 代 遺橋  遺物

1 大久保頭 おおくはがしら 散布地 健文、古代 縄文土器 (晩期 )、 土師器

大久保頭 3 おおくぼがしら3 散万地 t電文 健文土器

3 谷地渡 1 やちわたり1 集落跡 健文 健文土器

谷地渡 2 やちわたり2 散布地 縄文 縄文土器

5 谷地渡 5 やちわたり5 散布地 健文 健文土器

上平 l かみたい 1 散布地 健文、古代 健文土器 (後期 晩期 )、 土師器
7 上平 2 かみたい2 集落跡 縄文、古代 縄文土器 (後期 晩期 )、 土師器

上平 5 かみたヤヽ 5 散布地 健文 健文土器

大久保尻 おおくぼじり 散布地 健文 健文土器 (後期 晩期 )
10 大久保尻 2 おおくばじり2 散布地 縄文 縄文土器

11 lE当 地 I わどうち I 集落跡 縄文～古代 縄文土器ほか

和当地 3 わどうち3 集落跡 縄文 健文土器

円館 えんだて 城館跡 中世 平場
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NO 遺跡名 よみがな 種 別 時  代 遺構 遺物

山内中村 1 さんないなかむら1 散布地 縄文、古代 縄文土器 (後期 晩期 )、 土師器
山内中村 2 さんないなかむら2 散布地 健文、古代 縄文土器 (後期 )、 土師器

山内中村 3 さんないなかむら3 散布地 縄文 健文土器

潅現林 ごん1デんばやし 散布地 健文、古代 縄文土器 (前期 )、 土師器

平 2 たいら2 散布地 縄文 縄文土器 (後期 晩期
平 3 たいら3 散布地 縄文 縄文土器 後期 晩期
平沢 1 たいらさわ 1 散布地 健文 縄文土器 中期 後記
平沢 2 たいらさわ2 集落跡 偲文 縄文土器 (後期 晩期
卜屋沢 1 こやざわ 1 散布地 隠文 縄文土器 (前期 中期
小屋沢 2 こやざわ2 散布地 健文 縄文土器 (後期 晩期

塞 小屋沢 3 こやざわ3 散布地 縄 文 縄文土器 (後期 晩期
卜屋沢 4 こやざわ4 集落跡 健文 縄文土器 (前期 後期 晩期 )

26 小屋沢 5 こやざわ5 散布地 隠文 健文土器 (前期 後期 晩期 )
卜屋沢 6 こやさわ6 散布地 健文 健文土器

上新井田 かみにいオ 散布地 健文 健文土器 (前期 後期 晩期 )
29 下新井田 しもにいだ 散布地 縄文 縄文土器 (後期 晩期 )
和井田館 わいだたて 成館跡 中世 堀、平場

古山 こやま 成館跡 中世 堀、単郭

和堂地向 1 わどうちむかい 1 集落跡 隠文、古代 健文土器 (後期 晩期 )、 土師器
和堂地向 3 わどうちむかい3 散布地 縄文、古代 健文土器 (後期 晩期 )、 土師器
駒板 こまいた 集落跡、鋳銭場跡 隠文～近世 健文土器ほか

駒板 2 こまいた2 散布地 縄文 億文土器 (後期 )

駒板 3 こまいた3 集落跡 蠅文、古代 隠文後期 (竪穴住居跡、土坑、炉 )、 土器、石器

駒板 4 こまいた4 教布地 縄文、古代 健文 (後晩期 )、 土師器

まつっこ まつっこ 数布地 縄文、古代 縄文土器 (後期 晩期 )、 土師器
堰 ノ下 1 せきのした 1 集落跡 縄文 蠅文土器 前期 後期 晩期 )

40 堰 ノ下 2 せきのした2 散布地 縄文、古代 縄文土器 後期 晩期 )、 土師器
堰 ノ下 3 せきのした3 枚布地 縄文 縄文土器 後期 晩期 )
堰ノ下 4 せきのした4 集落跡 縄文 縄文土器 前期 後期 晩期 )

弼 上次塚 か み ψヽ づ か 集落跡 縄文、古代 縄文土器 後期 )、 土師器

44 川向 かわむかし 救布地 縄文 縄文土器 後期 )

奄 丸木橋 まるきばし 教布地 縄文 縄文土器

丸木橋 I まるきばしI 技布地 縄文 縄文土器

高見館 たかみだて 戌館跡 中世

葉 ノ木沢 はのきぎわ 技布地 縄文、古代 縄文土器、土師器

葉ノ木沢Ⅱ はのきざわI 壁鉄関連 不 明 対塙、鉄津

葉ノ木沢Ⅲ はのきざわⅢ 散布地 縄文、奈良、平安 縄文土器、土師器

葉 ノ木沢Ⅳ はのきざわⅣ 製鉄関連 不 明 III覇、鉄淳

日影 ひかげ 散本地 縄 文 縄文土器

日影 Ⅱ ひか′デI 製鉄関連 不 明 姑塙、鉄岸

日ノ脇 I ひのわき] 製鉄関連 不 明 ll塙 、鉄津

日ノ脇 Ⅱ ひのわきⅡ 散布地 縄文、奈良、平安 縄文土器、土師器

日の脇Ⅲ ひのわきⅢ 散布地 縄文、奈良、平安 縄文土器、土師器

管波 ] くだなみ I 集落地 縄文 縄文土器 (晩期 )

き渡Ⅱ くだなみⅡ 集落地 縄文、平安 健文土器 (晩期 )、 土師器

道地 I どうち I 散布地 縄文 石棒、石斧、石匙

60 道地■ どうちI 集落跡 縄文 糸亀文土器 (晩期 )

直地Ⅲ どうちⅢ 集落跡 縄文 縄文土器 (晩期 )

62 這地Ⅳ どうちⅣ 製鉄関連 不 明 II渦 、鉄津

63 道地 V どうちV 致布地 縄文 縄文土器

64 直地Ⅵ どうちⅥ 散布地 縄文 縄文土器

道地Ⅷ どうちⅦ 散布地 縄 文 縄文土器

嶽 I だけ I 集落跡 縄文 縄文土器 (晩期 )
一戯 だけコ 散布地 縄文 縄文土器

嶽 Ⅲ ナⅢ 集落跡 隠文 健文土器 (晩期 )

嶽Ⅳ だけⅣ 集落跡 隠文 縄文土器 (晩期 )

巖 V だけV 集落跡 縄文 縄文土器 (後 晩期 )
嶽 V だけV 散布地 縄 文 健文土器

嶽Ⅵ だけⅥ 製鉄関連 不明 lI渦

斃場 I 散布地 隠文、奈良、平安 縄文土器、土師器

簗場 Ⅱ 散布地 縄文、奈良、平安 縄文土器、土 HT器

高見館 I 製鉄関連 不 明 け摘、鉄津
高見館 Ⅱ 散布地 健文 健文土器

卜田沢 散布地 健文 健文土器

78 江刺家 I えさしか I 集落跡 健文、古代 健文土器 (晩期 )、 土師器

79 江刺家エ えさしかI 集落跡 健文 健文土器 (後 晩期 )
80 江刺家Ⅲ えさしかⅢ 集落跡 健文 縄文土器 (中  晩期 )
江刺家Ⅳ えさしかⅣ 集落跡 縄文 縄文土器 (中  後 晩期 )

82 江刺家 V えさしかV 集落跡 電文 電文土器 (晩期 )

83 江刺家館 えさしかだて 城館跡 中世 堀、土塁、平場

84 着官 I わかみや I 集落跡 篭文 蠅文土器 (EPt期 )

85 若宮 I わかみやコ 集落跡 電文 篭文土器 (晩期 )

86 山屋 I やまや ] 散布地 古代 土師器

87 山屋 工 やまやⅡ 散布地 吉代 土師器

山屋Ⅳ やまやⅣ 散布地 亀文 電文土器

Ⅱ 遺跡の地理的環境
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4 遺跡周辺の歴史的環境
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第 5図 周辺の遺跡分布図



Ⅲ 調査の経過と方法

1 野外調査の経緯
(1)作 業 経 過
今回の調査は中山間整備事業に伴う排水路、パイプライン、揚水機場の設置とこれに伴う工事用 (未

舗装)道路の建設のため、調査の対象となる水田・畑・農道を対象に調査を行った。揚水機場用地の

調査については当初の調査予定にはなかったが、境界である調査区西端部で縄文時代の遺物と古代の

溝跡が検出されたため、岩手県二戸地方振興局農政部農村整備室と岩手県教育委員会の協議を経て、

追加となったものである。

9月 1日 調査開始。現場設営・環境整備。
9月 8日 基準点設置。
9月 8日 未舗装道路の一部 (本・確認調査区分)の調査を行った。
9月 26日 未舗装道路の残り部分 (確認調査区分)の調査をトレンチにて行った。
10月 14日  調査区北部の水田部分の調査を開始した。
10月 20日 追加調査区分の調査に着手した。
10月 23日 航空写真撮影を実施した。
10月 29日 現地公開を実施した。参加者 22名。
11月 ■ 日 調査終了確認。
11月 14日  野外調査終了 (埋め戻し含む)。 一部資材搬出。
11月 17日 ～11月 18日  プレハブ用地内にて遺物水洗を行った。資材搬出完了 (11/18)。
(*終了確認はいずれも委託者・岩手県教育委員会・埋文センターの3者による)

2 野外調査の方法
(1)グ リッドの設定
平面直角座標第X系のX=31,900.000、 Y=48,360.000を 原点として 10o× 100mの大グリッドを

設定し、これを25等分し、4× 4mの小グリッドとしている。大グリッドの呼称は原点を起点に南

方向へ I～Ⅲ、東方向へA～ C、 小グリッドの呼称は南方向へ 1～ 25、 東方向へ a～ yと している。

小グリッドの呼称はIAlaと なる。

(2)基 準 点 の設 定
遺構の実測に利用するため調査区内に基準点および補助点を有限会社下斗米測量設計に委託して打

設した。各基準点および補助点の成果値と抗高は以下のとおりである。これらはいずれも世界測地系

によるものである。

基準点 l X=31,768.000、 Y=48,524.000、 H=211.593m

基準点 2 X=31,768.000、 Y=48,540.000、 H=211.263m

補助点 l X=31,824.000、 Y=48,548.000、 H=212.057m

補助点 2 X=31,824.000、 Y=48,568.000、 H=212.184m

補助点 3 X=31,724.000、 Y=48,480.000、 H=210,728m

補助点 4 X=31,740.000、 Y=48,496.000、 H=210.945m

-11-



2 野外調査の方法

X座標
基準点 1  31,768000

基準点2  31,768000

布衛身オナ宝1    31,824000

補助点2    31,824000

補助点3  31,7%000

補助点4    31,740000

Y座標   標高(H)
48,524000    211593m

48,540000    211263m

48,548000    212057m

48,568000    212184m

48,480000    210728m

48,496000    210945m

A B C

I

⇔
Φ
Ｗ
∞
Ｗ
＝
Й

● 補 2●補 1

Ⅱ

署九

補 4

||||1確 認調査区

Ⅲ
0          40m

大グリッド

X‐ 31900

X=31,71D
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第 6図  グリッド配置図
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Ⅲ 調査の経過と方法

(3)表土除去と遺構の検出
各遺跡の調査に先立って、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課による事前の試掘調査が実施さ

れている。この試掘により調査対象区内の水田・畑 。未舗装道路などに過去の造成工事による盛土・

耕作上が厚く堆積し、その下に縄文時代の遺構・遺物が包蔵されている層が確認されたため、盛土・

耕作上の除去は重機で行い、その後人力による遺構検出を行った。また、古代の面 (十和田a降下火

山灰)が残存している箇所については一度この面で検出を行い、遺構・遺物の有無を確認した後、さ

らに重機で下層まで掘り下げ、縄文時代の遺構・遺物の有無を確認した。

(4)遺構の精査と実測
調査で検出された遺構は、以下の手順で調査を進めた。竪穴住居跡は4分法で土坑は2分法で行い、

埋上の堆積状況の確認を行いながら掘り下げた。

(5)遺物の取 り上げ方
遺物の取り上げは遺構内と遺構外に大別し、遺構内出土遺物については遺構名と相対的層位 (検出

面・上位・中位・下位・底面)を記し、遺構外出土遺物についてはグリッドおよび出土層位を記して

取り上げたが、この際、グリッドをまたいで取り上げたものについてはグリッド名を複数記した。ま

た、取り上げに際しては事前に必要に応じて出土地点の座標値の測量および写真撮影を行っている。

(6)写 真 撮 影
調査記録用に3511mモノクロームとデジタルカメラを使用した。撮影にあたって、整理時の混乱を

防ぐため撮影内容を記入した撮影カードを対象遺構撮影前に撮影している。その他、調査期間中にセ

スナ機による航空写真撮影を実施した。

3 室内整理の手順 と方法

(1)作 業 経 過
各遺跡の室内整理期間は前述の例言のとおりで、整理作業は出土遺物の洗浄と遺物の仕分けは野外

調査と平行して現地および室内で行った。また、土器の接合・復元・実測図作成 。拓影作成などの作

業は室内で行った。整理担当者はこれらの作業の確認・点検と平行して図面合成・原稿執筆 。各種観

察表の作成等の作業を実施した。

(2)遺   物
現場で洗浄した遺物の注記作業から開始し、続いて接合・復元を行った。その過程で本書に掲載す

るものを抽出し、それらの実測図を作成、トレースした。抽出にあたつては遺構内のものについては

小破片でもなるべく掲載するようにした。遺構外のものについては出土地点・層位などを考慮して選

別した。実測と平行して、これらを撮影し、合わせて登録作業を行った。

(3)遺   構
実測図を点検・合成しながら遺構の検討を行った。その後、第 2原図を作成し、そのトレースを行

った。また、野外調査で撮影した遺構の写真も整理し、台帳登録をしている。その後、掲載するもの

を抽出し、写真図版とした。

(4)掲 載 図
掲載している遺構の縮尺は平面図・断面図ともに竪穴住居跡が 1/50、 住居内炉が 1/25、 土坑・焼

土が平面図・断面図ともに 1/40、 溝跡が平面図 1/400、 断面図1/40と した。また、土器は深鉢形土

器の一部が 1/4・ 他が 1/3、 剥片石器が 1/2、 礫石器が 1/3～ 1/4を基本とした。ただし、一部異な
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3 室内整理の手順と方法

るものもあるため、各図にスケールおよび縮尺を付した。また、図中において土坑類は「 pp」、土

器は「 p」、石器・礫は「 s」 と表記し、図中の掲載遺物については遺物番号を付けた。スクリーン

トーンの使用は凡例図 (第 7図)の とおりであるが、これ以外の使用については使用箇所に用例を表

記した。また、遺構が本調査区と確認調査区を跨ぐものは一部、確認調査部分をスクリーントーンで

示した。なお写真図版については掲載図に準ずる縮尺を基本とした。各遺構の計測値表記については、

確認できた範囲内での長軸方向X短軸方向の計測値である。

ペ

ア
ス
フ
ア
ル
ト

物炭

園
Ａ
Ｉキー
‐―‐
‐―‐
出
円
Ψ
円
隣

長
さ
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第 7図 凡例図
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1遺  構
今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡 10棟、炉 1基、土坑 2基、溝跡 1条である。時期は、

溝跡が古代で他は遺構検出面や出土 した遺物から縄文時代後期後葉～末葉である。

1号住居跡

遺構 (第 9図、写真図版 4)

[位置・検出状況]IB 10 pグ リッドの本調査区内に位置し、Ⅳ層面で検出した。地表から遺構検

出面までの深さは約 30～ 40 cmである。検出した遺構の大半が調査区外である。

[重複関係]4・ 6号住居跡と重複 し、これらを切る。
[形状・規模]遺 構の一部の調査のため、形状や全体の規模は不明であるが、調査区内で確認できた

遺構の規模は南西―北東間 372 cm、 北西―南東間 52 cmである。

[壁・床面]壁 面はやや内湾気味に立ち上がる。床面は一部を除きほぼ平坦でⅧ層まで掘 り下げた後
に貼 り床が 10～ 24 cmの 厚さで施されている。検出面から床面までの深さは 46～ 50 cmである。

[埋土]18層 に細分 した。検出面の 1層上位には十和田 a降下火山灰がブロックで混入 している。
9層は暗掲色焼土含む層。また埋土中～下位には炭化物が多量混入し、特に床面に近い 5。 7・ 12・

13層 から多 く出土する。14層 はⅧ層を主体とする層。16～ 18層は貼床土。

[炉]調 査した範囲では見つかっていないが、 9層に暗褐色焼土層が確認されたので、隣接する調査

区外の遺構内に炉が存在する可能性が高い。

遺物 (第 28図、写真図版 19)

土器 1。 2が出上した。 1は貼床土、 2は埋土からの出土である。       硲

ml

洋
L=別 71Xllll

A― A'、 B一 B'
1 10YR〃1黒色土 粘性なし しまりややあり 浅黄色火山灰 (25
Y7/4)ブ ロックで 1%含む。
2 10YR〃 1黒色土 粘性なし しまりややあ り 1層 よりやや濃色。
3 10YRク 1黒色土 粘性ややあ り しまりあ り 径 3 mmの 炭化物粒
1%未満含む。
4 10YR/1黒 色土 粘性ややあ り しまりあ り 径 4～ 5mの 炭化
物粒 1%含む。
5 10YR2/1黒色土 粘性ややあ り しまりなし 明褐色焼土 (75YR
5/6)1%未満、にぶい黄褐色土、災化物ブロックで混入。

調査区外

1号住居跡     本調査区内

6 10YR2/1黒色土 やや砂質 粘性ややあ り しまりあ り
径 4～ 5 mmの 炭化物片 1%未満含む。
7 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り 炭化物 5%含 む。
8 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り 径 l mmの 中撤浮
石粒 1%未満含む。
9 75YR3ん 暗褐色焼土 粘性ややあ り しまりあ り
黒褐色土 (10YR3/1)30%含 む。
10 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り 2層 に類似 し
ている。

11 10YR2/1黒 掲色土 粘性なし しまりあり 径 l mmの 中掠
浮石粒 1～ 2%、 炭化物粒 1～ 2%含 む。
12 10YR/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり 径 l mmの 中掠
浮石粒 1%未満含む。

跡
硝

含翠IR/2黒
褐色土 粘性なし しまりあり 角 吻 粒 鍋 %

14 10YR4/3に ぶい責褐色砂 80%、 10YR2/1黒 色± 20%の
混合土層。粘性なし しまりなし 径 1～ 2 mmの 中諏浮石粒
(10YR5/6 径 l mn)1%未満含む。
15 10YR2/1黒褐色± 40%、 10YR2/2黒掲色± 60%の混合
土層。粘性ややあ り しまりややあり にぶい責褐色砂
(10YR4/3)10%含 む。
16 10YR3/1黒褐色 砂質± 90%、 10YR4//3に ぶい黄褐色
砂 10%の混合土層。粘性なし しまりあり 貼 り床土。
17 10YRν l黒褐色 砂質± 700/O、 10YR4/3に ぶい黄褐色
砂 30%の 混合土層。粘性なし しまりあ り 貼 り床土。
18 10YR3/1黒褐色 砂質± 40%、 10YR4/3に ぶい黄褐色
砂 60%の 混合土層。粘性なし しまりあ り 貼 り床土。

0              1:50            2m

ヽ

第 9図  1号住居跡
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1 遺構

2号住居跡

遺構 (第 10図、写真図版 4・ 5)

[位置 。検出状況]IB ll o。 1l p。 12o。 12pグ リッドの確認調査区内に位置し、Ⅳ層面で検

出した。地表面から遺構検出面までの深さは約 30 cmである。検出した遺構の一部は調査区外にある。

また、遺構壁面の一部が撹乱の影響を受けている。調査方法は遺構が確認調査区であるため、埋土・

遺構範囲を確認するために行ったトレンチ調査のみである。

[重複関係]重複する遺構はない。
[形状・規模]遺構の一部の検出であるが、形状は楕円形と推定される。規模は長軸が 420 cmで ある。

[埋土]2層 確認した。検出面にあたる埋± 1層は基本土層のⅣ層と類似した色調で遺物を多く含む。

下位は黒色上であり、いずれにも中棘浮石粒が微量混入する。床面はⅦ層であるが、 トレンチ調査の

ため床面の硬化状況は把握できなかった。

[炉]検 出のみの調査で炉の有無は確認していない。
遺物 (第 28。 43・ 44図、写真図版 19。 30。 31)

検出面および確認トレンチ内から土器 3～ 7、 石錐 1点 (186)、 土偶 1点 (150)が出土している。

ヽ

ml

眸  L=2■ 100m

A― A'、 B一 B'
1 10YR3/1黒褐色土 粘性ややあ り しまりあり 径 l mmの 中辣浮石粒 1～ 2%含む。
2 10YR2/1黒 色土 粘性あり しまりあり 径 l mHの 中掠浮石粒 1%未満含む。

0              1:50            2m

-18-
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

3号住居跡

遺構 (第 11・ 12図、写真図版 6)

[調査方法・経過]調 査は当初、本調査区箇所のみ行ったが、検出による遺構の範囲確認が困難であ
ったことから、確認調査区部分も追加 して調査を行うこととなった。

[位置 。検出状況]Ⅱ B 12 1・ 131・ 13mグ リッドに跨つて位置し、Ⅳ層面で検出された。遺構は

本調査区・確認調査区に跨る。また、北側壁面と炉の一部が撹乱を受けている。

[重複関係]1号 溝と重複 し、遺構南側がこれに切られる。
[形状・規模]遺 構の一部の検出であるが、形状は円形基調を呈すると推定される。規模は528×
324 cmである。

[埋土]6層 確認した。検出面にあたる 1層はプランの中央部分に拡がり、基本土層のⅣ層と区別の
付く黒色上であるが、2層はⅣ層と類似する。埋土中～下位の3～ 6層は黒褐色上を主体とする色調

で、4層には中抑浮石粒が微量混入する。

[壁・床面]壁面はやや外傾～内湾気味に立ち上がる。床面は一部を除きほぼ平坦でⅥ層を床面とし
ている。

[炉]炉 は 10 cm前 後の自然礫を並べた石囲炉で北側の石を欠 く。焼土範囲は約 63× 46 cm。 焼土層
は約 5 cmである。

遺物 (第 28。 29・ 42・ 43・ 47図、写真図版 19・ 20。 30・ 31・ 33)

土器は 8～ 17が出土 した。 8～ 11は床面、他は埋土からの出上である。石器は石鏃 1点 (168)、

石皿 3点 (218～ 220)で 168と 220は床面、218。 219は炉の構成礫である。他に土製耳飾 りが 1点

(152)出土している。

9              1:50            2m
|

第 1司 図 3号住居跡 (1)
-19-



1 遺構

弟

A― A'
1 10YR3/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
2 10YR73暗 褐色土 粘性なし しまりあ り
3 10YR3/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
4 10YRン 3暗褐色土 やや砂質 粘性な し しまりあり
5 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
6 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り

B― B'
1 10YR3/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
2 10YR3/3暗褐色土 粘性なし しまりあ り
3 10YR3/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
4 10YR3/1黒褐色土 粘性なし しまりあ り
径 l mmの 中諏浮石粒 1%未満含む。
5 101rR2/2黒 掲色土 粘性なし しまりあ り

虔_L=別 0粋

ヽ

カクラン
a― a'、 b― b.
1 10YR3/1黒褐色粘土質土粘性ありしまりあり 径5～ 7 mmの 炭化物粒 2%、 水酸化鉄粒 20%含む。
2 25YR6/6橙色焼土 粘性あり しまりあり

125(炉 分が,bも')lm

0              1:50            2m

第 12図  3号住居跡 (2)

4号住居跡

遺構 (第 13図、写真図版 7)

[位置・検出状況]IB 10 o'10p・ 1l o'1l pグ リッドに跨る本調査区の第Ⅳ層で検出された。

遺構の北側は調査区外へ延びる。検出した遺構の 1/3～ 1/4は畑耕作時の撹乱の影響を受けている。

[重複関係]遺 構の北東側にある 1号住居跡と重複 し、これに切られる。

[形状 。規模]遺 構の一部のみの調査であるが、形状は円形および精円形と推定される。調査した範

囲内での遺構規模は北西一南東間 130 cm、 北東―南西間 384 cmである。

[埋土]6層 確認した。埋土は黒～黒褐色上を主体とした堆積であるが、 3・ 4層に土器片が多 く混

入する。また 4層には暗褐色焼上が多く混入し、炭化物粒も多く含まれる。埋± 5'6層 には中諏浮

石粒が微量含まれるが、遺物は少ない。

[床面]Ⅶ 層を床面とし、硬化面はない。床面に小さな凹凸はあるが、ほぼ平坦である。

[炉]調 査 した範囲内に炉はない。

遺物 (第 29。 30図、写真図版 20)

土器は 18～ 24が出土した。18は埋± 3層、他は埋土上位～中位で、床面からの出土はない。

岸__L=210500m
2

I::::::::::::::::!::::::

|::::::::::::::!::::ッ
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

北 1lq

喜  L=211700m A― A
1 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り 径 4～ 6 mmの 炭化物片
1%含む。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあり しまりあり 径 2～ 3 mmの 炭化
物片 1%未満含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性あり しまりあ り 径 2～ 10 mmの 炭化物片
1%含む。
4 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り 径 l altの 中扱浮石粒
1～ 2%、 暗褐色焼土 (75YR3/4)20%含 む。
5 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあり 径 l mmの 中撤浮石粒
1～ 2%、 暗褐色焼土粒 (75YR3/4 径 3 aun)1%未 満含む。

「

B  L‐ 211600m

B― B
1 10YR2/1黒色土 粘性ややあ り しまりあり
2 ЮYR2/1黒色土 粘性ややあ り しまりあり 径 2～ 4amの 炭化物粒 1%含む。
3 10YR2/1黒色土 粘性ややあり しまりあり 径 1～ 2nlの中撫浮石粒 1%未満含む。
4 ЮYR2/1黒色土 粘性あり しまりややあり 径 1～ 2 Hurの 中標浮石泣 1%未満含む。
5 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりややあり
6 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあり 径 1～ 2 mmの 中板浮石粒 1%含む。

0               1:50             2m

|

第 13図  4号住居跡

5号住居跡

遺構 (第 14・ 15図、写真図版 8・ 9)

[調査方法 。経過]本 調査区・確認調査区に跨った遺構であるため、本調査区箇所は床面下まで調査
を行ったが、南東側の確認調査区箇所については埋上の状況と遺構範囲を確認するために最小幅のト

レンチを掘 り断面を確認したのみである。

[位置・検出状況]IB9r・ 9sグ リッドに跨 り、Ⅳ層～V層面で検出された。本調査区と確認調
査区に跨る。遺構壁面を含む一部が畑耕作時の撹乱の影響を受けている。

[重複関係]遺 構の南西端が 6号住居跡と重複し、これに切られる。
[形状・規模]遺 構の一部の検出であるため形状は不明であるが、円形または楕円形の形状と考えら
れる。調査した範囲での計測規模は462× 382 cmである。

[埋土]2層 確認した。埋土は黒色土が主体で中～下位には明黄掲色土が混入している。また、炉周

-21-



1 遺構

辺の埋土には炭化材・炭化種実が含まれている。

[床面]Ⅶ 層を床面とし、暗褐色土が少量混入している。床面はほぼ平坦で硬化面はない。

[炉]遺 構中央～やや西側で検出した。炉は長さ約 30 cmの 細長い礫 2個 と 10 cm前後の礫 3個で構成

される。焼土は約 60× 60 cmの 範囲で炉の内面に広がる。焼上の厚さは約 8 cmで ある。

[土坑 ]床面より1基検出した。遺構の一部は撹乱の影響でなくなっているため、規模は不明である。

深さは 14 cmで 、埋土から深鉢の口縁部破片 (27)が出上している。

遺物 (第 30・ 31・ 44図、写真図版 20。 21・ 32)

出上した土器は 25～ 36で、25。 26は床面、27は土坑 (PPl)の埋上、他は住居埋土からの出土

である。石器は床面より石匙 (201)力 Sl点出上した。他に炉付近からえ化したクリ2点、オニグル

ミ1点が出土した。

畔一 L=211鯛m 騨ダ∵
側m Ci

ヤ
,    2

1 10YR2/1黒色上 粘性ややあり しまりあり
褐色土 (10YR4/4)5%含む。
2 10YR3/1黒褐色土 やや砂質 粘性なし
しまりあり

A― A'、 B― B'
1 10YR2/1黒色土粘性ありしまりあり中扱浮石粒3%含む。
2 10YR2/1黒色土粘性ありしまりあり明黄褐色土 (10YR7/6)3%プロックで含む。

0            1:50          2m

4
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

憚二_ L=211100m 導

＼

仔
/

卜  L=2H100m 刹

a― a、 b― b
l 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り炭化材 5%、 褐色焼土 (75YR4れ )10%含 む。
2 75YR3/4暗 褐色焼土 やや砂質 粘性なし しまりあり
3 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあ り
4 10YR3/2黒褐色土 砂質土 粘性なし しまりあり

0              1:25            1m

第 15図  5号住居跡 (2)

6号住居跡

遺構 (第 16。 17図、写真図版 10。 11)

[調査方法 。経過]本 調査区・確認調査区に跨った遺構であり、当初は本調査区側のみを掘 り下げた
が、掘 り下げ後まもなく、埋土中から大きさ約 20～ 50 cmの礫が多数出上 したため、配石遺構や住居

に付属する何らかの施設に関連するものである可能性が高いと考えられた。これらを含めた遺構全体

の性格をより詳細に把握するには確認調査区側の範囲も併せて調査をする必要があるとの認識から県

教委の確認を経て遺構の全てを精査することとなった。

[位置 。検出状況]Ⅱ B9r・ 10rグ リッドに跨 り、Ⅳ層面で検出された。本調査区と確認調査区に

跨 り、遺構の北側は調査区外へ延びる。検出した遺構の南壁を含む遺構の一部が畑耕作時の撹乱の影

響を受けている。

[重複関係]1・ 5号住居跡と重複する。 1号住居跡より古 く、 5号住居跡より新しい。
[形状・規模]遺 構の一部の調査であるが、調査した範囲から形状は円形を呈すると推測される。規
模は南西一北東間 625 cm、 南東壁から北西の調査区内まで 254 cmを測る。

[埋土]自 然堆積を呈 し、埋土は■層に細分される。埋土上位は黒色上で十和田 b火山灰が混入する。
埋土中～下位は西側が黒色上、東側が黒褐色土を主体とする層が堆積 している。

[床面]基 本層序のⅧ層を床面とする。床面には凹凸があり、凹みからは土器片が出土している。
[用途不明遺構]】ヒ壁よりの床面で検出した (PPl)。 長さ約 10 cm前後の礫を円形に配置した遺構

で石を含む外径は約 40× 38 cmである。石組み部分の内径は約 15 cmほ どで、全体の形状は石囲炉に

類似するが、これらを含む約 88× 82 cmの範囲が土坑状を呈する窪みになっている。土坑断面 (a一

aア )は住居床面から石組み方向に向かって緩やかに下がり、石組みの直下でさらに一段下がる。炭化

物や焼土粒などは混入していない。 (柱穴の断面に類似 ?)

[土坑]1基 検出した (PP2)。 規模は64× 56 cmで深さは 38 cm、 底面は凸凹である。
[柱穴]22個検出し、うち 17個は壁面沿いにある。規模等については計測表に記した。
遺物 (第 31・ 32・ 42・ 43・ 45'46～ 49。 51図、写真図版 21・ 22・ 30～ 35。 37)

出土遺物は土器 37～ 44、土製品は 6点 (158～ 158)でいずれも耳飾 りの一部破片、石器は石鏃 (169
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1 遺構

～ 171)、 石皿類 (221～ 231)、 石錐 (181・ 187

点 (244)である。このうち37～ 41・ 153～ 155

石皿221～ 231はすべて埋土からの出土であり、

。188)、 磨石類 (207・ 212・ 213)、 石製品は石棒 l

・169が床面、212は Pl上面の構成礫である。また、

住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

札

噂

σ彰

剛緞
も
ぅ洒
朗

℃

／
省

税
―

拶

o崖慾,pS裏裟 重働

床面検出状況

0              1:50            2m

μ
ｌ
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μ L=211 81Xlm

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

当

Ю nlの Toも30%含む。
A― A'
1 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り 径 5～ 1041の Toも30%含む。
2 10YR2/1黒色上 粘性ややあ り しまりあ り
3 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り Tob l%含 む。
4 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
5 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあ り T∈Cul%未 満含む。
6 10YR2/2黒褐色土 やや砂質 粘性ややあ り しまりあり ToCu、 径
l cmの炭化物片 1%未満含む。土器片少畳含む。
7 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り
8 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあり To‐Cu l～ 2%含む。
9 10YR2/1黒色± 70%、 10YR5/4に ぶい責掲色± 30%の混合土層。粘
性なし しまりあ り
10 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り にぶい責褐色土 (10YR5/4)5
%含む。
■ 10YR2/2黒 褐色± 90%、 10YR5/4に ぶい黄褐色± 10%の混合上層。粘
性なし しまりあ り
12 10YR3/1黒褐色土 粘性なし しまりあ り にぶい黄褐色土 (10YR5/4)
5%含む。
13 101rR3/1黒褐色土 粘性なし しまりあ り
14 10YR3/1黒褐色土 粘性なし しまりあ り 径 l cmの礫 5%混入。
15 10YR3/1黒褐色砂質土 粘性ややあ り しまりあり
16 10YR3/1黒褐色砂質土 粘性ややあ り しまりあり

5号住居跡

連一 L=211600m 郵

B― B'
1 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り にぶい黄燈色土粒 (To‐ b)
1～ 2%含 む。
2 10YR1 7/1黒 色土 粘性ややあ り 炭化物粒径 l mm～ 2 HIn、 1%未
満含む。

3 10YR2/1黒 色土 粘性ややあり しまりあり 中撤浮石粒 (10YR5/6
径 l mm)、  1%未 満含む。
4 10YR2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりあ り
5 10YR2/2黒 褐色± 90°/O、 10YR「o/4に ぶい黄褐色± 10%の混合土層。
粘性なし しまりあ り

1 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあ り
2 10YR2/1黒 色砂質土 粘性なし
しまりあ り
3 10YR2/1黒 色土 やや砂質 粘性あ り
しまりあ り
4 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあ り
5 10YR3/3暗褐色砂 粘性なし しまりあ り
6 10YR2/1黒色± 5096、 10YR3/3暗 褐色砂
50%の混合土層。粘性ややあり しまりあ り
7 10YR2/1黒 色土 粘性あり しまりあ り

カクラン

2

3

う
劣
Ｚ
フ
ン

う
努

‘

フ

ン

_5/

卓

当

PP2

μ L=210 71Dm

b― b'
1 10YR4/3にぶい黄褐色砂質± 40%、 10YR2/2
黒褐色± 60%の 混合上層。粘性なし しまりややあり
2 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあ り
3 10YR2/1黒色土 粘性あ り しまりあ り
4 10YR2/1黒色砂質土 粘性なし しまりあり
5 10YR3/1黒褐色砂質土 粘性なし しまりあり

PPl

岸 L=210800m

10YR2/2黒 褐色土粘性ややあり
しまりあり
10YR4/3に ぶい責掲色土 粘性あり
しまりあり 1層 30%混合。
10YR4/3に ぶい黄褐色土 粘性あり
しまりあり

PP4

d― d'
l ЮYR2/1黒色土粘性ややありしまり
ややあり
2 10YR2/2黒褐色砂質土 粘性なし
しまりあり 径2～ 3 mmの炭化物粒 1%未満含む。
3 10YR3/1黒褐色砂質土 粘性なし
しまりあり にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
10%混合。

1:25(チ a')
1:50

lrn
2m

第 17図  6号住居跡 (2)
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1 遺構

7号住居跡

遺構 (第 18・ 19図、写真図版 12)

[調査経過]本 調査区・確認調査区に跨つた遺構である。本調査区内の精査では遺構の一部を除き、

検出面が不明であったことと、埋土と床面の区別がつかなかったことから南東側の確認調査区部分も

追加して調査を行った。

[位置・検出状況]IB 14 i・ 15i。 15j・ 16i・ 16jグリッドに跨 り、Ⅳ層面で検出された。本

調査区と確認調査区に跨 り、遺構の南北端はそれぞれ調査区外へと延びる。検出した遺構の埋土と床

面の一部が畑耕作時の撹乱の影響を受けている。

[重複関係]10号住居跡と重複 し、これを切る。また、遺構の中央部分が 1号溝に切られる。

[形状・規模]調 査 した部分から形状は楕円形を呈すると推測される。規模は南西―北東間 534 cm、

南東壁から北西の調査区境までは 438 cmで ある。

[埋土]床 面までの堆積は自然堆積を呈 し、 3層に細分される。埋土上位は暗掲色土、中～下位は黒

褐色土を主体とし、炭化物粒 。中lTR浮石粒が 2～ 30/O混入している。

[床面]床 面はⅥ層が湿地状の地形により酸化 し、硬化・変色したもので、炭化物粒・中抑浮石粒を

含む黒褐色土でほぼ平坦である。

[土坑]床 面で 1基検出した。形状は円形で、規模は径 102 cm、 深さ 20 cmで ある。 1号溝に近い部

分の埋土には赤掲色焼土・炭化物粒が混入する。

[柱穴]床 面で 3個 (PP2～ PP4)検 出した。規模等については計測表に記 した。

[時期]出 土した土器の特徴から縄文時代後期後葉に属する。

遺物 (第 32・ 33図、写真図版 22。 23)

土器 45～ 57が出上した。45～ 50は床面、他は埋土から出土した。

崖  L=211600m 鶉

崖 L=210800m 4
1 10YRン2 黒褐色ンル ト
(φ 2～ 3 mm)2%、 To Cu
2 10YR3/1 黒褐色シル ト
(b l IIIn)5% 礫 (φ l～

粘性あ り しまりあり 炭化物粒
(ゅ llm)5%混 入
粘性ややあり しまりあり To Cu
2 cm)3%混入

PPl

岸_二L=210500m串
1

,    3
1 10YR2/3 黒褐色シルト
5 YR4/6赤褐色焼± 10%、
2 10YR2/2 黒褐色シルト
To Cu(φ  l mm)3%混 入
3 10YR2/3 黒褐色シルト
To Cu(φ l mm)15%混入

0

粘性ややあり しまりややあ り
炭化物粒 (φ 2mm)1%混 入
粘
″
陛ややあり しまりややあ り

粘性なし しまりややあ り

1:50

調ヽ
                                   島昇  ＼ピ
A― A、 B― B'
1 10YR3/3 暗褐色ンル ト 粘性なし
(φ l～ 2 mm)1%混入 (※土器含む)
2 10YR2/3 黒褐色ンル ト 粘性なし
～ 3 mm)2%、 To‐ Cu(φ l mn)3%混入
3 10YR2/2 黒褐色シル ト 粘性なし
mm)1%、 To Cu(φ  l mm)5%混入

しまりややあり 炭化物粒

しまりあり 炭化物粒 (φ 2
(※土器含む)
しまりあり 炭化物粒 (φ 3

-26-
第 18図 7号住居跡 (1)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

柱穴状土坑計測表

PP No 径 (cn) 深さ (cm) 検出面標高 lml 底面標高 (m)

1 36X34 494 210346 209852

2 22X20 240 210204 210444

3 郷 X16 276 210285 210009

第 19図  7号住居跡 (2)

8号住居跡

遺構 (第 20。 21図、写真図版 13・ 14)

[調査経過]本遺構の調査は当初、本調査区箇所を全掘調査し、確認調査区箇所については範囲確認
のみで埋め戻し作業を重機で行う際に破損する可能性のある表面に露出している遺物については取り

上げを行うこととした。しかし取り上げに際しては大形の破片が多いことや接合可能な破片が多く、

深く掘り下げないとそれらを取り上げことが困難であったため、県教委の確認を経て、遺物の取り上

げを目的に床面まで掘り下げることとなった。よってその課程で検出した炉は検出段階までで、精査

は行っていない。

[位置・検出状況]IB 10 p・ 10q。 10 r oll p。 1l q・ 1l rグ リッドに跨り、Ⅳ層面で検出された。

本調査区と確認調査区に跨り、遺構の南側は調査区外へ延びる。検出した遺構の一部が畑耕作時の撹

乱の影響を受けている。

[重複関係]6号 住居跡と接するため、重複している可能性が考えられるが明確な重複関係は不明で
ある。また、 8号住居跡の一部を含む東側 (6号住居の南側)に別な遺構 (住居跡 ?)があった可能

性もあるが、確認調査区にあるため掘り下げることができなかったため詳細は不明である。

0              1:50            2m
|
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1 遺構

[形状 。規模]確 認した部分は細長く、不整な形状を呈する。規模は北西―南東間 360 cm、 北東一南

西間 344 cmである。

[埋土]自 然堆積を呈し、 2層に細分される。全体に黒褐色土を主体とする堆積であるが、 2層がよ

り濃色である。中諏浮石粒が微量混入する。

[床面]Ⅵ 層が床面であるが、硬化面や貼 り床は調査 した範囲では確認されていない。

[炉]調 査区南東端で検出した。確認調査区のため検出のみである。大きさ 12～ 20 cmの礫を円形に

並べた石囲炉で、炉の半分は調査区外にある。

遺物 (第 33～ 37・ 43～ 45・ 50・ 51図、写真図版 23～ 27・ 31。 32・ 36・ 37)

炉を含む確認調査区側の住居埋土とその隣接地から住居に廃棄したと思われる土器が出上した。前

述の調査過程により、炉が調査の最終段階で見つかったことや床面であるⅥ層と住居の埋± 2層 との

区別が付かないこともあり、炉の周辺以外は正確な床面が分からなかったことから、本遺構に伴うも

の (床面に残っていたもの)か、住居使用後に廃棄されたものかの区別がつかないものがほとんどで

あったため、グリッド出上の遺物も含めて一括した。

土器は 58が床面、59が炉の覆土、60～ 91が埋土、92～ 97が遺構周辺からの出上である。石器

は石鏃 (172・ 173)、 石匙 (198。 199。 202)、 磨石類 (208)、 石皿 (232・ 233)が埋土からそれぞれ

出土している。石製品は埋土下位より1点出上した (246)。

径 1～ 2 Hulの中標火山灰粒 1～ 2%含む。
径 1～ 2111nの 中標火山灰粒 1～ 2%含む。 1層 より濃色。

0              1:50            2m

-28-
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

第21図  8号住居跡 (2)

9号住居跡

遺構 (第 22図、写真図版 15。 16)

[調査方法・経過]調 査可能な範囲はすべて本調査区内での検出であったが、本来の遺構検出面では
埋土と自然堆積層との区別がつかなかったことから、壁面を含む埋上の大半を掘り下げ、除去 した後

の精査となってしまった。

[位置・検出状況]本 調査区の IB 13 k。 131グ リッドに跨 り、Ⅳ層面で検出された。遺構の一部
は調査区外にある。また、遺構の南側壁面を含む一部が畑耕作時の撹乱の影響を受けている。

[重複関係]重 複 している遺構はない。
[形状・規模]遺 構の一部のみの検出であるが形状は円形・楕円形と推測される。調査で確認できた
遺構規模は南西―北東 504 cm、 北西―南東 270 cmで ある。

[埋土]埋 土は 7層で、上位が黒色土、中～下位は黒・黒褐色を基調とした層の堆積である。
[床面]床 面は基本土層Ⅵ層まで掘り下げ、その後に黒掲色土 (埋± 8層 )が貝占られている。床面は
固く締まっている。

[炉]】ヒ東壁際の本調査区で検出した。長さ約 15～ 28 cmの礫 5個で構成される。焼上の色調は暗褐

色で約 26× 46 cmの範囲まで確認できるが調査区タトヘと広がる。焼土の厚さは最大で 6 cmである。

[柱穴]8層 下の炉の直下に位置する調査区境で 1基検出した。
遺物 (第 38図、写真図版 27)

土器 98～ 104が出上した。98は床面、99。 100は貼床土からの出土で、炉の構成礫より下から出

土した。他は埋土からの出土である。石器は磨石類 (209)が炉の構成礫、磨製石斧 (206)が埋土か

ら出上した。

-29-



遺構

卜生_ L=2■ 611Clm 璃

Ⅱ氏

カクラン

μ L=211 3CXlm

1

羽

A― A
1 10YR2/1黒色土 粘性ややあ り
片多 く含む。

しまりあ り 径 5 mmほ どの炭化物片 1～ 2%含む。上器

2 10YR3/8暗褐色 砂質上 粘性なし しまりあ り 径 1～ 2 mmの炭化物片 1%未満含む。
3 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り 明褐色焼土 (75YR5//6)2～ 3%含む。
4 75YR5/6明 褐色焼土 粘性ややあ り しまりあ り
5 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り 径 l u14の 中撤火山灰粒 1%、 掲色焼土 (75YR
4/4)ブロックで 1%未満含む。径 1～ 3 mlnの 炭化物粒 1%未満含む。
6 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあ り
7 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあり
8 10YR71黒 色土 粘性あり しまりあ り 径 l mmの 中撤浮石粒 1%未満含む。貼 り床土。

PPl
9 10YR2/2黒褐色土 粘性なし
Ю 10YR2/1黒 色土 粘性あ り
l mmの 中撤浮石粒 1%未満含む。

B― B'
1 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあ り 径 1～ 2 mlの 中諏火山灰粒 1%未満含む。
2 10YR2/1黒色土 粘性ややあり しまりあ り 径 1～ 2 Dulの中狐火山灰粒 1～ 2%、 径 2
～ 3%の炭化物粒 1%未満含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあり 径 1～ 2mnの 中揮火山灰粒 1%未満含む。

碑__ L=210800m __鞘

径 l tllltの 中撫浮石粒 1%未満含む。
暗褐色土 (10YR2/3)20%混合。径

125(炉 外a',bも ')2m
0              1:50            2m

あ

り

り

あ

し

ま

翌 璧
牽 金 聟

考

a_a

崖 L=20罰随軸

調
査
区
外

1 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあり 径 l～ 2 mmの中板火山灰粒
および炭化物粒 1%未満含む。
2 75YR3/4暗 褐色焼土 粘性ややあ り しまりあり
3 10YRク 2黒褐色土 粘性ややあ り しまりあり (埋土 A‐A'8層 )

斗磁 131

-30-
第 22図  9号住居跡



Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

10号住居跡

遺構 (第 23'24図、写真図版 16)

[調査方法 。経過]遺 構にあたる箇所を掘 り下げている段階で何らかのプランが存在することは予想
されたが、北東に隣接する7号住居跡を含めたプラン全体が不明瞭であり、これと併せて調査区境の

壁面も土層観察したが、畑耕作時の細長い撹乱が密にあったため遺構の立ち上がりがつかめなかった。

よって本遺構よりも一部でもプランが判別できる 7号住居跡の調査を優先して行い、その経過を観て

調査に着手することとした。調査途中で 7号住居の方が新 しい時期に属するもので、10号住居跡の

壁面を切っている状況であることが確認されたため、 7号住居の調査終了後に本遺構の精査に着手し

た。

[位置・検出状況]本 調査区のIB 15 i・ 16h・ 16i。 17h。 17iグ リッドに跨 り、Ⅳ層面で検
出された。遺構の一部は調査区外にある。

[重複関係]1号 溝・ 7号住居と重複し、これらに切られる。
[形状・規模]遺 構の一部の調査であるため形状・規模の詳細は不明であるが、遺構の南北端は調査
区外へと延びることから、規模は大きい。

[埋土]3層 確認した。全体に黒褐色上を主体 とした色調で上位は十和田 b降下火山灰を含む層で、
基本土層Ⅲ層に類似する。中～下位は炭化物粒・中諏浮石粒を含むが下層ほど含有量は多い。

[壁]検 出面から床面までの深さは 30～ 40 cmで、壁面は外傾して立ち上がる。
[床面]床 面は基本土層Ⅵ層まで掘 り下げ、その後に黒褐色土 (埋± 4層 )力湘占られている。床面は
ほぼ平坦であるが、小さな凹凸がある。

0              1:50            2m

[柱穴]】ヒ西壁際の埋± 4層下から1基検出した。形状は円形で北西側は調査区外へと延びる。

γ

PP No 径 (cm) 深さ (cm) 検出面標高 (m) 底面標高 (m)

1 32× 24 239 210320

第 23図 10号住居跡 (1)
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1 遺構

碑生一 L=211600m

A― A'、 B― B'
1 10YR2/2 黒褐色シル ト
2 10YR2/3 黒褐色シル ト
3 10YR2/3 黒褐色シル ト
4 10YR2/3 黒褐色シル ト
5 10Y貶/2 黒褐色シル ト

粘性なし しまりややあり ToЪ (φ l～ 2 nl)1%混入 ※基本土層第Ⅲ層に類似する。
粘性なし しまりややあり ToCu(φ  l tlm)1%、 え化物粒 (φ l mm)2%混 入
粘性なし しまりあ り ToCu(φ  l ma)2%、 炭化物粒 (φ l～ 5 mal)3%混入
粘性ややあ り しまりあり To℃ u(φ l mm)7%、 炭化物粒 (ゅ l～ 2 mn)2%混 入 賄床土
粘性ややあ り しまりあり ToCu(φ  lmm)5%、 炭化物粒 (ゆ lml)1%混 入 (※ P Pl埋土 )

ドと_L=210800m

0              1150            2m

第 24図  呵0号住居跡 (2)

[炉]調 査した範囲で炉は見つかつていない。

遺物 (第 38図、写真図版 27)

土器 105～ 107で、105は床面、106。 107は埋土から出上した。他に■8。 122・ 135も 遺構外で取

り上げ掲載したが、本遺構に伴う可能性がある。

1号炉

遺構 (第 25図、写真図版 17)

[調査方法 。経過]検 出 。精査段階で住居跡に伴う炉かどうかの判別はつかなかったが、精査後に北
側に隣接する壁面の土層観察を行ったところ、竪穴状の遺構が確認された。検出面の層位やレベルか

ら本遺構に関連するものである可能性が高いことから壁面断面図を付した。

[位置・検出状況]本調査区のIB 17 gグ リッドに位置し、Ⅳ層面で検出された。
[重複関係]重複する遺構はない。
[形状・規模・構造]長 さ10～ 30 cmの細長い礫を使用し、円形に配置している。炉の規模は約 65
×60 cmである。

[焼土]炉 の内面全体ににぶい赤褐色焼上が確認された。焼土層は最大で約 3 cm堆積している。
遺物 (第 50図、写真図版 36)

炉の構成礫に石皿 (234・ 235)が使用されている。

調
査
区
外
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1号炉隣接壁断面図

い生_    L=210 81Xlm

1号炉隣接壁面ベル ト
A― A'
1 10YR2/2黒褐色シル ト 粘性なし しまりあり
炭化物粒 (ゅ 1～ 5El)5%混 入 (局所的にプロッ

酸化鉄 3%、 To Cu(φ  l Dun)
ク状にまとまって混入する)

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0             1:50            2m

卜 L=210600m

75YR3/4暗褐色焼± 3%・

ЮYR2/3黒褐色シル ト311%、

0              1:25            1m

塩 17g

卓

憚ヒ_L=21α61111m 当

:こ 玉 蓮

`L:::::::::'::;:こ

:ま う
2と 二

‐

カクラン

a― a'、 も―b'
1 10YR2/1黒色シル ト 粘性なし しまりあ り 酸化鉄 7%、
炭化物粒 (φ 3～ 511n)3%混入
2 5 YR4/4 にぶい赤褐色焼土 粘性なし しまりややあり
炭化物粒 (φ 2～ 3 1un)5%混 入
3 10YR2/3黒褐色シル ト 粘性なし しまりあ り

(|1導タ

第 25図 1号炉
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1 遺構

1号土坑

遺構 (第 26図、写真図版 18)

[位置・検出状況]本 調査区のIB 12 oグ リッドに位置し、Ⅳ層面で検出された。

[重複関係]2号 土坑と重複し、これを切る。

[形状・規模]形 状は円形を呈し、規模は開田部径 106 cm、 底径 88 cm、 深さ60 cmである。

遺物 (第 38・ 50図、写真図版 27・ 36)

土器 108、 石器 236・ 237が埋土から出上した。

2号土坑

遺構 (第 26図、写真図版 18)

[位置・検出状況]Ⅱ B 12 oグ リッドの本調査区・確認調査区に跨って位置する。Ⅳ層面で検出さ

れた。

[重複関係]l号 土坑と重複し、これに切られる。

[形状・規模]検 出段階での形状は円形を呈し、規模は開田部径 174× 160 cm、 深さ 24 cmを 測る。

1号溝

遺構 (第 27図、写真図版 18)

[位置・検出状況]調査区南西部のⅡA・ IBoⅢ Aグリッドに跨り、Ⅱ層除去後にⅢ層以下の面で

検出された。また、遺構の北東端部は調査区外へと延びている。

[重複関係]3・ 7。 10号住居跡と重複し、これらを切る。
[埋土]埋土最上位に古代の火山灰 (十和田 a降下火山灰)が堆積する。壁面は外傾して立ち上がる
が、南側の壁面の一部は底面近く以外ではなくなっている状況であつた。

[規模]検 出した規模は長さ80mで、北東から南西へと傾斜する。北東端から南西方向 26m地点ま
では緩やかに蛇行し、そこから54mは真っ直ぐ南西方向に向かっている。南西端部は次第に広がっ

て立ち上がりが浅くなる。

遺物 埋土からは周辺からの流入と思われる縄文時代の遺物が出上したが、遺構外出土遺物として扱
った。古代の遺物はみつかつていない。 1号土坑

隣_L=210∞ llm    当

ド__L=211∞ Om

B一 B'
1 10YR2/1～ 2/2黒～黒褐色土 粘性ややあり しまりあ り径 1～ 2 HIInの
にぶい責燈色土粒 (Toも)1～ 2%含む。
2 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあり
3 10YR2/1黒色土 粘性あり しまりあ り 責褐色火山灰粒 (10YR5/6 径
l mm)10%未 満含む。
4 1層 と2層の混合土。粘性あり しまりなし 撹乱 ?

0    140   1m

-34-
第 26図  1・ 2号土坑



柳 d

L=210700m

1 10YR2/1黒色土 粘性なし しまりあ り灰白色火山灰 (10YR5/4 To‐ a)3%含 む。
2 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり
4 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り
5 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあり
6 10YR3/1黒 掲色土 粘性あり しまりあり

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

紳

7号住居跡

10号住居跡

刹

黄褐色火山灰 (10YR「D/6 径 5nd)1%未 満含む。

水酸化鉄粒 10%含む。

伴  L‐ 210700m

A― A'
1 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあり
2 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあり
3 10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあり
4 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り
5 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあり
6 10YR3/1黒 褐色土 粘性あり しまりあ り
7 10YR2/1黒 色土 粘性あり しまりあり

当

責燈色火山灰 (10YR8/6 Toね )3%合 む。

責褐色火山灰 (径 5nnTO b)3%含 む。

水酸化鉄池 10%含む。
水酸化鉄泣 10%含む。

幕 。

眸

糸畔

0       ■400    10m

都

第 27図  1号溝
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2 遺物

2遺

(1)土   器
本遺跡から出土 した土器は大コンテナで約 11箱分である。時期は縄文時代後期、特に後半のもの

が中心で晩期は中葉の上器が調査区南西端部の湿地状地形になっている箇所から少量出土している。

出上した土器の大半は住居を中心とする遺構の埋土とその周辺からで、遺構外のグリッドで取り上げ

た土器については遺構の認識が遅れたために本来、遺構検出面～遺構埋土上位に含まれていた可能性

があるものもある。出上した土器は時期により、第 I群～第Ⅳ群に分類 した。

第 I群土器・・・縄文時代後期前半の土器。

第Ⅱ群土器・・・縄文時代後期後半の上器。

第Ⅲ群土器・・・縄文時代晩期中葉の上器。

第Ⅳ群土器・・・古代の上器。

第 I群土器 (109～ 117)

縄文時代後期前半期に位置づけられる土器群で調査区南西部の湿地状地形にあるIB 19 e・ 20d・

21c・ 22cグ リッドのV層 を中心に出土した。器種は深鉢、鉢、壺などで 109～ 111は 口縁部・胴

部上位に沈線による文様が展開する。112・ 113は体部上位に膨らみをもつ粗製の深鉢の破片で口縁・

胴部間に原体圧痕が施されている。114は平行沈線を横位・斜方向に展開し、それぞれが接する箇所

に刺突文が施されている。

第Ⅱ群土器

今回の調査で最も多 く出上した縄文時代後期後葉～末葉の土器群である。該当する土器形式として

は十腰内Ⅳ・V式、瘤付土器第 I～Ⅳ段階である。大半は住居を中心とする遺構内からの出上で、器

種は深鉢・鉢・台付鉢・台付浅鉢・壼・皿・注口土器・香炉形土器などである。破片が多いことから

個体全体の器形や文様構成が確認できないものが大半であるが、さらに時期を細分することが可能で

あると思われる。

汐R⇔ぺ (2 ・ 5 ' 6 ・ 9 。 10。 13・ 15。 20・ 21・ 23・ 27・ 28'30・ 31・ 37・ 40。 42・ 46・ 49・ 50・ 52・

54・ 55。 59'64・ 65'70・ 80・ 82・ 83・ 85。 93・ 94・ 96´-99。 103・ 105 -107。 118⌒″126・ 128～

131・ 136・ 138ほか )

深鉢は大 きく分けて、装飾が施される精製土器 と縄文のみが施文される粗製土器 とに分けられる。

精製深鉢は口縁部が波状のもの (28・ 31・ 83・ 103・ ■8。 119)も あるが、28以外は突起のみで全体

の器形までは分からない。いずれも沈線文・貼瘤が施され、103は波状口縁で波状頂部下に縦位に切

れ目が入 り、その下に又状只占瘤が付 し、口縁と平行 した沈線文間には刺突文が施されている。平縁日

縁のもので器形全体が分かるものは 30・ 46・ 49・ 59で底～胴部が内湾 し、頸部から上が外傾する形

態である。文様構成は大きく分けて口縁端部や屈曲部に沈線区画された縄文帯・貼瘤帯を施されるも

のと縄文帯に代わって沈線区画内に連続した刺突文・刻目文が多用されるものとに分けられるが、前

者で文様構成が確認できるのは 30。 46。 49・ 59。 64な どで、30は口縁部の上・中 。下位に平行沈線

により区画された縄文帯が施されている。46・ 64は弧状沈線文などにより区画された縄文帯と貼瘤

による文様構成であるが、縄文帯は磨消手法によって縄文を区画する沈線文がほとんど消え、縄文

物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

帯が浮き上がっている。49・ 59は 口縁部を区画された貼瘤縄文帯に格子目状に沈線文を施している。

これ以外にも破片資料であるが 5。 99。 107・ 123・ 124な どがこれと同じ文様構成要素をもつ。比較

的多 く出土しているものとしては貼瘤と弧状沈線文により入組帯状文が展開するもの (20。 27・ 37・

50・ 52・ 55・ 80'82・ 106・ 120～ 122)がある。他には細い沈線による平行沈線文・弧状沈線文など

が重なって施されているもの (42・ 54)、 口縁部が平行沈線 と連続弧線文で構成され、弧線による菱

形文様の要所には貼瘤が施されているもの (85)な ども少数であるが出上している。貼瘤・縄文帯に

後続して沈線文間に連続する刺突文・刻目文が多用される土器群は 10。 15。 21・ 23・ 98・ 103・ 125・

128～ 131な どで 10は口縁部破片で口縁の文様は沈線間の連続刺突文と無文帯から成 り、これを跨

ぐように貼瘤が付 く。23・ 40・ 128～ 130も 口縁部破片で 40。 128・ 129の 口縁部には文様のない突

起があり、頸部および口縁上部に刺突が施された平行沈線文により胴部文様帯・口縁部文様帯とを区

画し、口縁部に入組帯状文が施されている。23は顎部区画帯、130は入組帯状文にそれぞれ貼瘤が付

いている。13は小形の深鉢で胴部に膨らみをもち、口縁部が外反する器形で、日縁部には大小の突

起を有し、突起は刻みにより三分・三分されている。顎部には連結する沈線文と貼瘤、日縁部には弧

状沈線文により右下が りの入組帯状文が展開している。粗製深鉢で口縁～底部まで残存するものは 6。

57・ 65。 94・ 96。 97・ 105。 136・ 138で 136のみ口縁部が小波状になり、これ以外はいずれも平縁で

ある。全体の器形は底部から胴上部まで開き気味に立ち上が り、そこから内側に湾曲するもの (6。

65。 94・ 96)や底部に段があり、内面があがっているもの (6・ 65'97。 136・ 138)な どがある。器

面にはいずれも縄文が全体に施され、羽状縄文か単節縄文が施されるもの。

注口土器 (7P・ 11・ 26・ 35。 36・ 43・ 47・ 48・ 69,79?・ 86・ 87・ 92・ 100。 101・ 131・ 139～ 141)

鉢類についで出土数が多い。全体の形状が分かるものは 92と 100で一部欠損するがおおよその形

状が分かるものは 69。 141で、他はいずれも一部破片のみで全体の形状は不明である。69。 92・ 141

は口縁部・頸部・胴部の 3段、100は 口縁部・胴部の 2段構成である。注口部分が確認できるものは

11・ 43・ 87・ 92・ 100でいずれも注目先端部に括れをもち、やや外反した形態である。胴部に文様が

施されているのは 69・ 87・ 92・ 139で頸部・胴部には沈線により欅掛け状文・入組帯状文・弧状線文、

鋸歯状文が展開している。69は沈線文間を微隆帯状にやや浮き上がらせ、そこに刺突文を巡らせて

いる①139の胴部の屈曲部付近には尖鋭貼瘤が付される。141は注目部分を欠 くが回縁部～胴部で無

文であるが、口縁部・顎部間、頸部・胴部間に小さな貼瘤が施されている。26・ 35は胴部破片でと

もに縦に貫通する橋状把手を付す。36は胴部破片で頸部との間には平行沈線文間に押圧状刻目文が

施され、胴部は屈曲部付近を平行沈線文間に貼瘤を充填し、区画帯とし、区画内には弧状線文・貼瘤

により文様が施され、要衝に縦に貫通する円形の貼瘤が貼付されている。

笙こ (14・ 32 ・39 。61 ・ 62, 72,73・ 102・ 142・ 143)

14・ 32・ 61は完形品で 14・ 61は無文、32は頸部・胴部に平行沈線による貼瘤帯が施されている。

39は口縁～胴部破片で胴部には弧状の沈線により文様が施され、頸部に沈線文と縦位の橋状把手が

付 く。73は器体外面全体、62・ 72は胴部文様が縄文のみで、73は 口縁部・顕部・胴部の 3段構成で

ある。62は 口縁部が欠損 した胴部破片で肩部が くの字に内湾する形状を呈 し、胴部は無文である。

102は 口縁部が無文で胴部のみ縄文が施されているが、顎部 4箇所に縦位の橋状把手が付き、胎土に

やや大きめの砂粒が含まれている。142は 口縁～胴部上位の破片で頸部の上下段に押圧状の刻目文が

巡り、縦位の橋状把手が付 く。143は 口縁部破片で口縁部上端に橋状の突起が付 くが、全体の形状が
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分からないため、注目土器の可能
を
l■もある。

台付鉢  (4 ・12・ 19・ 56・ 75'104)

台部を含む全体の形状が確認できたのは 4。 19・ 56で 4は貼瘤帯縄文が口縁端部以下、胴部屈曲

部などに施されている。19は台部が全体の役 2/3を 占め、顎部・口縁部・体部は沈線により区画され、

体部は沈線や透かし技法により、三角形・菱形・円形の文様を展開し、要衝にやや先端の尖った貼瘤

が付 く。56は台より上は半球状の形状を呈 し、無文で回縁端部に縦方向の貫通孔をもつ只占瘤が付 く。

12・ 75'104は台部は欠損しているが台付鉢である可能性が高い。75は頸部に沈線区画の貼瘤帯が巡

り、胴部には沈線による連結帯状文が施文されている。104は胴部は無文で 1条の沈線文と横位の連

続する刺突文で胴部と口縁部とを区画している。

皿 (45)

7号住居の床面から1点出土した。口縁部は浅い沈線文によつて区画され、胴部に対 してやや肥厚

している。

香炉形土器 (16・ 22・ 63・ 81・ 93・ 145)

63はいわゆる人面付の香炉形土器で、頂部の摘み部分が久損するが、それ以外はほぼ残存 してい

る。方形の透かしのある2面と刺突文により人面が表現されている 2面が交互にある4面構造で、人

面は 2～ 3段の刺突列で輪郭や鼻など (片面)を 、円形の透かしで目・口をそれぞれ表現 している。

また片面の鼻は貼 り付けられたもので、鼻孔も刺突によって表現されている。93は 2段の連続刺突文、

貼瘤、沈線文、円形透かし文による文様構成で、胴部上部が欠ける。22は摘み部分、81は摘み～胴

部上半で胴部は円形の透かしを中心に沈線文と磨 り消 し技法により縄文帯が区画されている。145は

胴部破片である。16は孔のある部分の横は透かし状の形状を呈すると考えられ、香炉としたが、台

付鉢かもしれない。

ミニチュア土器 (44・ 89～ 91・ 146)

5点出上した。44・ 89・ 146は鉢、90は台付鉢、91は皿である。いずれも文様はなく、無文である。

器種不明の土器 (78)

78は「 く」の字に折れた形状で、注口土器の注田部分のように開口した形状を呈し、沈線文・貼

瘤が施されているが器種は不明である。

第Ⅲ群土器・・・縄文時代晩期中葉の大洞 C2式に比定される土器で 2点出上した。147は鉢の口縁

部破片で 4条の平行沈線文が施されている。148は台付鉢で口縁部上端は欠損している。体部上半に

は沈線により文様帯が施されている。

第Ⅳ群土器 (149)

1点出土した。上師器甕の口縁～胴部破片である。IB2uグ リッドの撹乱土中からの出土である。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

(2)土 製 品
出上 した土製品は土偶 2点、耳飾 り■ 点、垂れ飾 り1点、円盤状土製品 1点で、大半が住居の埋

土かその周辺から見つかつている。上偶・耳飾 りは破片である。また、耳飾 りの一部と垂れ飾 りには

赤色顔料の付着が確認された。

土偶 (150・ 151)

2点出土 した。150は 2号住居の検出面、1511よ 6号住居検出時に出上した。いずれも肩～上腕部

にかけてのもので文様は沈線文・刺突文で 151には貼瘤が施されている。時期は縄文時代後期後葉で

ある。

耳飾り (152～ 162)

11点出上した。出土地点は 152は 3号住居、153～ 158は 6号住居で 159～ 162は遺構外からの出

上である。形態は環状の形状を呈する滑車形で、すべて 1/3以下の破片である。160の内面側に赤色

顔料の付着が認められた。

これ飾 り (163)

1点出土した。形状は逆三角形で上側の両端には紐を通すための孔があり、そこからV字状に 2条

の沈線文を巡らせ、下端部の沈線が折り返す部分は瘤状に盛 り上げている。

円盤状土製品 (164)

1点出上した。深鉢形土器の胴部破片を使用したもので、円形に形状を整えるために周囲を打ち欠

いている。

(3)石   器
石鏃 (165～ 180)

総数 16点出土 した。168～ 173は遺構内でその他は遺構外からの出土である。石材には頁岩 。珪

質頁岩が使用されている。いずれも基部は有茎である。また、165。 167。 176に はアスフアル トと思

われる付着物が確認された。

石錐 (181～ 196)

16点出土した。形態は摘み部分が肥厚するもの 181～ 185、 摘み部分の厚さが使用先端部とほとん

ど変わらないもの 186～ 196に大きく分かれる。192は摘み部分が肥厚するタイプの可能性 もある。

使用された石材は頁岩 。珪質頁岩である。

石匙 (197～ 205)

9点出上した。石材はすべて買岩が使用されている。形態については摘み部の軸を垂直にしたとき

の形状で以下の 3形態に大別される。

I類 縦方向に刃部を有するもの。 (197)
工類 横方向に刃部を有するもの。 (198～ 200)
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Ⅲ類 斜方向に刃部を有するもの。 (201～ 205)

磨製石斧 (206)

9号住居の埋土から1点出上した。石材は頁岩が使用され、基部が欠損 している。

磨石類 (207～ 217)

いわゆる磨石・凹石・敲石とよばれている石器を含むものである。12点出土したが、磨石十凹石 (207

～ 211)、 磨石 +敲石 (217)な どの併用がみられる。使用された石材は砂岩 (750/0)、 花商岩 (17%)、

安山岩 (80/0)で砂岩が多い。

石皿 (218～ 242)

植物性食料の粉砕・磨 り潰しなどの用途に使用されたもので 25点出土した。石材は多い順に砂岩 (80

%)、 花商閃緑岩 (80/O)、 安山岩 (40/0)、 頁岩 (40/0)、 粘板岩 (40/O)である。大半は自然礫をそ

のまま利用しているものであるが、242の ように外縁に成形を施しているものや 222・ 223の ように

外縁の一部に調整が施されているものもある。241は六角形の形状をしているが、石材に粘板岩が使

用されており、別な用途に使用された可能性も考えられる。

砥石

1点出土した (243)。 石材にはチヤー トが使用され、片面に幅 2～ 3 mmの縦長の研磨痕が溝状に残

っている。

(4)石 製 品
石棒 (244)

6号住居埋上下位の床面近くから出土した。石材には頁岩が使用され、先端部が欠損 している。出

土状況はほぼ水平であつた。

垂れ飾 り (246)

8号住居の上層観察用のベルトを除去する際に埋± 2層から出土した。両面が平坦で片端部がヒダ

状の形状で平坦部分には線刻が施されている。色調は緑色の濃い部分と透明感のある薄い部分に分か

れる。肉眼観察で石材はヒスイ製と考えたため、原石の産地分析鑑定を依頼 したが、既存の産地デー

タとは化学組成が異なるため、産地および石質を同定するには至らなかった。 (79～ 84買参照)

用途不明石製品 (245)

ⅡB 18 hグ リッドの第Ⅲ層から出土した。形は楕円状で成形した痕跡は見られない。石材は頁岩

が使用され、先端部が欠損している。欠損 した部分に溝状の線刻が施されている。用途は不明である。

(5)炭 化 種 実
遺構内から6′点出上した。採集した試料は 5号住居の炉、 2号住居・8号住居の埋土である。この

うち5号住居から出上した 1点はオニグルミで他はすべてクリであつた。いずれも炭化 したもので食

料としたものである。詳細は分析鑑定結果にある。 (77・ 78頁参照)
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3号住居跡

第 28図 遺構内出土土器 (1)

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第 29図 遺構内出土土器
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第 30図 遺構内出土土器 (3)
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第 32図 遺構内出土土器 (5)
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8号住居跡

第 35図 遺構内出土土器 (8)
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8号住居跡 (周辺)

第 37図 遺構内出土土器 (10)
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第 43図 石器 (1)
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第
2表
 
土
器
観
察
表
(1
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位

口
径
(c
m
底
径
(c
m
器
高
(c
m

外
面
(文
様
・
装
飾
・
地
文
。
原
体
な
ど
)

内
面
調
整
煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外
面
内
面

ユ
1号
住

貝 占
床

鉢
完
形
品

口
縁
部
小
波
状
、
無
文

ミ
ガ
キ

2
l号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
部

粘
瘤
、
沈
線
文

ナ
デ

○
○

3
2号
住

埋
土
上
位

深
鉢

胴
～
底
部

RL
縄
文

○

4
2号
住

埋
土
上
位
台
付
鉢
口
縁
～
台
部

沈
線
区
画
に
よ
る
貼
瘤
縄
文
帯
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
・
粗

5
2号
住

父
出
面

深
鉢

口
縁
部

詰
瘤
、
沈
線
文
(格
子
目
状
)、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

6
2号
住

倹
出
面

深
鉢

口
縁
～
底
部

(3
27
)

RL
・
LR
縄
文

ナ
デ

○
O

7
2号
住

食
出
面
～
埋
土
注
口
?

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

8
3号
住

未
面

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(2
8C
ll

LR
・
RL
縄
文

ナ
デ

9
3号
住

未
面

深
鉢

口
縁
～
胴
部

LR
縄
文

ミ
ガ
キ
・
粗
○

3号
住

未
面

深
鉢

口
縁
部

祐
瘤
、
沈
線
文
、
連
続
刺
突
文

ミ
ガ
キ

3号
住

未
面

注
口

無
文
(ミ
ガ
キ
)

ナ
デ

3号
住

里
上
下
位
台
付
鉢

口
縁
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)

ミ
ガ
キ

3号
住

埋
上
下
位

深
鉢

口
縁
～
胴
部
上

(1
45
)
粘
瘤
、
沈
線
文
、
突
起
、
LR
縄
文

ナ
デ

○
○

3号
住

検
出
面

士 更
完
形
品

10
3
無
文
(ミ
ガ
キ
)

3号
住

検
出
面

深
鉢

口
縁
部

連
続
刺
突
文
、
沈
線
文

ナ
デ

3号
住

検
出
面

香
炉
形
?
月同
吉
Б

連
続
刺
突
文
、
貼
瘤
、
沈
線
文
、
穿
孔

ナ
デ

台
付
鉢
か
?

3号
住

里
土

深
鉢

胴
～
底
部

LR
縄
文

ミ
ガ
キ

4号
住

塁
±
3層

深
鉢

口
縁
部

41
2

(2
45
)
LR
縄
文

○
○

4号
住

里
土
上
位
台
付
鉢
口
縁
～
台
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
透
か
し
(円
形
・
三
角
形
)

4号
住

塁
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ナ
デ

4号
住

塁
土

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
達
統
刺
突
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○

4号
住

里
土

香
炉
形
摘
み
部

沈
線
文
、
貼
瘤
、
横
位
に
穿
孔
あ
り

4号
住

塁
土

深
鉢

口
縁
～
体
部

連
続
刺
突
文
、
貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ナ
デ

○
○

4号
住

塁
土

深
抹

胴
～
底
部

(2
35
)
LR
縄
文

ナ
デ

5号
住

末
面

深
鉢

胴
～
底
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)

ミ
ガ
キ

○

5号
住

楢
床

注
口

ミ
ガ
キ
、
貼
瘤
(縦
位
に
穿
孔
あ
り
)

5号
住
‐ P
Pl

埋
土

鉢
口
縁
部

16
0)
貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

*(
 )
の
口
径
 
底
径
は
推
定
値
、
器
高
は
残
存
値
。
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第
2表
 
土
器
観
察
表
(2
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位
口
径
(c
m
式
径
(c
m
器
高
(c
m)

外
面
(文
様
・
装
飾
・
地
文
・
原
体
な
ど
)

内
面
調
整
煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外
面
内
面

5号
住

埋
±
2層

深
鉢

口
縁
部

波
状
口
縁
、
貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
・
粗
O
○

5号
住

埋
±
2層

深
鉢

口
縁
～
体
部
35
8

(2
48
)
LR
縄
文

ナ
デ

○

5号
住

埋
±
1 
2層
深
鉢

口
縁
～
底
部

沈
線
文
、
貼
瘤
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

5号
住

埋
±
1層

深
鉢

口
縁
部

波
状
口
縁
、
貼
瘤
、
沈
線
文

ミ
ガ
キ

○

5号
住

里
土
上
位

重
完
形
品

10
9
貼
瘤
、
沈
線
文

5号
住

里
土
上
位

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(3
20
)

LR
縄
文

ミ
ガ
キ
O
○

5号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

5号
住

埋
土

注
口

洞
部

無
文
、
貼
瘤
(縦
位
に
穿
孔
あ
り
)

42
と
同
一
個
体
?

5号
住

検
出
面

注
口
?

同
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文
、
円
形
の
貼
瘤
(縦
位
に
穿
孔
あ
り
)

6号
住

床
面

深
鉢

口
縁
部

LR
縄
文
、
沈
線
文
、
瘤
?

ミ
ガ
キ

6号
住

床
面

深
鉢

口
縁
部

突
起
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

6号
住

床
面

一 望
口
縁
～
胴
部

沈
線
文
、
LR
縄
文
9、
頸
部
に
橋
状
把
手
(縦
)

ミ
ガ
キ

赤
色
顔
料
付
着

40
6号
住

床
面

深
鉢

口
縁
部

突
起
、
沈
線
文
、
連
続
刻
目
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

6号
住

床
面

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(2
37
)
RL
・
LR
縄
文

ナ
デ

○
○

6号
住

強
床

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(1
22
)
瑞
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

6号
住

埋
土

注
口

胴
～
底
部

(1
27
)
無
文
(ミ
ガ
キ
)

ナ
デ
・
粗

44
6号
住

埋
土

鉢
鉢

(3
41

突
起
、
無
文
(ミ
ガ
キ
)

ナ
デ

ミ
ニ
チ
ュ
ア

22

7号
住

床
面

皿
口
縁
～
底
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)、
沈
線
文
?

ミ
ガ
キ

7号
住

末
面

深
鉢

口
縁
～
底
部

突
起
、
貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

7号
住

床
面

注
口

胴
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)

ミ
ガ
キ

7号
住

床
面

注
口

胴
～
底
部

(1
10
)
無
文
(ミ
ガ
キ
)

7号
住

床
面

深
鉢

口
縁
～
底
部
21
7

23
9
貼
瘤
、
沈
線
文
(格
子
目
状
)

○

7号
住

床
面

深
鉢

日
縁
部

沈
線
文
間
に
貼
瘤
・
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

7号
住

埋
±
2層

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(2
70
)

伊
5ω
RL
縄
文

7号
住

埋
土

朱
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

7号
住

坦
土

鉢
?

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
 
�

7号
住

埋
土

深
鎌

口
縁
部

沈
線
文
(細
)

ミ
ガ
キ

○
○

］ 肺 導
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第
2表
 
土
器
観
察
表
(3
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位
口
径
(c
m)
底
径
(c
m
器
高
(c
m

外
面
(文
様
・
装
飾
・
地
文
 
原
体
な
ど
)

内
面
調
整
煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外
面
内
面

7号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
貼
瘤
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

7号
住

埋
土

台
付
外
口
縁
～
台
部

始
瘤
(縦
位
に
穿
孔
あ
り
)

器
体
に
歪
み
あ
り

7号
住
、 
1号
溝
埋
土

深
鉢

口
縁
～
底
部

(2
68
)

(2
67
)
RL
縄
文

ナ
デ

○

8号
住

床
面

鉢
口
縁
～
底
部

(7
0)

口
縁
突
起

8号
住
‐
炉

炉
検
出
面

深
鉢

口
縁
～
底
部
22
2

若
瘤
、
沈
線
文
(格
子
目
状
)、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○

8号
住

埋
±
2層

深
鉢

口
縁
～
胴
部

RL
縄
文

ナ
デ

8号
住

埋
±
2層

壺
完
形

無
文
(ミ
ガ
キ
)

8号
住

埋
土
下
位

豆
胴
～
底
部

(1
09
)
壁
文

ナ
デ

8号
住

埋
土
下
位
香
炉
形
胴
～
底
部

先
線
文
、
2～
3段
の
連
続
す
る
刺
突
列
、
貼
瘤
、
透
か
し

人
面
付
、
摘
み
部
欠
け

8号
住

埋
土
下
位

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(2
64
1

(1
99
)
帖
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ナ
デ

○
○

8号
住

埋
土
下
位

深
鉢

口
縁
～
底
部

(3
75
)

37
5
RL
縄
文

ナ
デ

○

8号
住

埋
上
下
位

深
鉢

桐
～
底
部

(1
43
)
RL
縄
文

ナ
デ

8号
住

埋
±
1層

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(2
50
)

(1
60
)
LR
・
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

8号
住

埋
土
l層

深
鉢

口
縁
～
胴
部

RL
縄
文

ナ
デ

○
24

8号
住

埋
±
1層

注
口

口
縁
～
底
部

(1
28
)

21
7
帖
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文

ナ
デ

注
口
部
欠
け

8号
住

埋
土
上
位

深
鉢

桐
～
底
部

強
瘤
(縦
長
)

○

8号
住

埋
土
上
位
深
鉢
?
洞
下
半
～
底
部

(8
21
無
文
(ミ
ガ
キ
 
粗
)

ナ
デ

8号
住

埋
土
上
位

重
胴
部

RL
・
LR
縄
文

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

8号
住

埋
土

重
口
縁
～
底
部

LR
・
RL
縄
文

ナ
デ

○

8号
住

埋
土

壺
?

口
縁
部

無
文

ナ
デ

8号
住

埋
土

台
付
鉢
口
縁
～
胴
下
半

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ナ
デ

8号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
～
胴
部

(3
42
)

12
78
)
RL
縄
文

○

8号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
～
胴
部

LR
・
RL
縄
文

ナ
デ

○

8号
住

埋
土

器
種
不
明
胴
～
注
口
?

貼
瘤
、
沈
線
文

8号
住

埋
土

注
口

口
縁
～
頸
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ナ
デ
O

8号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
～
胴
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
O

貿 　 が と 肺 謙 併 μ 卜 舶 導

！ ω 『 ―
( 
)の
口
径
・
底
径
は
推
定
値
、
器
高
は
残
存
値
。
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第
2表
 
土
器
観
察
表
(4
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位

口
径
(c
m)
底
径
(c
m
器
高
(c
m)

外
面
(文
様
・
装
飾
 
地
文
・
原
体
な
ど
)

内
面
調
整
煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外
面
内
面

8号
住

埋
土

香
炉
形
閥
み
～
胴
部

沈
線
文
、
LR
縄
文
、
透
か
し
、
穿
孔

8号
住

坦
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ナ
デ

8号
住

坦
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

8号
住

埋
土

日
縁
部

粘
瘤
、
沈
線
文

ナ
デ

8号
住

埋
土

深
鉢
?
口
縁
部

粘
瘤
、
沈
線
文

ミ
ガ
キ

○
○

86
8号
住

検
出

注
口
?
口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文

ナ
デ

8号
住

検
出
面

注
口

口
縁
～
底
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

8号
住

院
出
面

皿
(脚
付
)
底
～
脚
部

脚
3箇
所
(1
箇
所
欠
け
)

89
8号
住

里
土

鉢
完
形
品

無
文

ナ
デ

ミ
ニ
チ
ュ
ア

8号
住

埋
土

台
付
鉢
胴
～
台
部

(2
3)
無
文

ナ
デ

ミ
ニ
チ
ュ
ア

8号
住

里
土

皿
皿

無
文

ナ
デ

ミ
ニ
チ
ュ
ア

I 
B1
0r
(8
号
住
周
辺
)
Ⅳ
層
下
位

注
口

口
縁
～
底
部

l■
2

22
0
貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

I 
B1
0r
(ク

)
Ⅳ
層
下
位

香
炉

胴
～
台
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文
、
円
形
の
透
か
し

赤
色
顔
料
付
着

I 
B1
0r
(″

)
Ⅳ
層
下
位

深
鉢

口
縁
～
底
部
34
4

LR
縄
文

ナ
デ

○

I 
B1
0r
(″

)
Ⅳ
層
下
位

深
鉢

胴
～
底
部

RL
・
LR
縄
文

ナ
デ
O

I 
B1
0r
(

)
Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
～
底
部
27
1

24
2
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

I 
B1
0r
(ク

)
Ⅳ
層
下
位

深
鉢

口
縁
～
底
部

LR
縄
文

ナ
デ

○

9号
住

床
面

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
刺
突
文
、
RL
縄
文

ナ
デ

○

9号
住

貼
床

朱
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文

ナ
デ

9号
住

貼
床

生
口

口
縁
～
底
部

13
6
頭
～
胴
部
門
に
沈
線
文

9号
住

坦
±
1層

注
口

胴
～
底
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)

ナ
デ

9号
住

埋
±
1層

一 霊
口
縁
～
胴
部

(1
61
)

(2
81
)
沈
線
文
、
LR
縄
文
、
橋
状
把
手
(縦
位
)

ナ
デ

○

9号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○

10
4
9号
住

検
出
面

台
付
?鉢
胴
～
底
部

沈
線
文
、
刺
突
文

ナ
デ

○
○
合
付
?

10
号
住

床
面

深
鉢

口
縁
～
底
部

12
1
LR
縄
文

ミ
ガ
キ
・
粗

○

10
6
10
号
住

里
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

10
号
住

埋
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
(格
子
目
状
)、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○

*(
 )
の
口
径
・
底
径
は
推
定
値
、
器
高
は
残
存
値
。



第
2表
 
土
器
観
察
表
(5
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位
口
径
(c
m)
底
径
(c
m
器
高
(c
m)

外
面
(文
様
・
装
飾
・
地
文
・
原
体
な
ど
)

内
面
調
整
煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外
面
内
面

1号
土
坑

埋
±
1層

深
鉢

胴
下
半
～
底
部

RL
縄
文

○
O

I 
B2
0d

V層
 
埋
土
深
鉢

口
縁
～
胴
部

(2
41
)

波
状
口
縁
(6
単
位
)、
沈
線
文
、
無
節
R

ミ
ガ
キ

○
○
補
修
口
2箇
所
あ
り

I 
B2
2c

V層
深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○

I 
B2
2c

V層
深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
、
RL
、
LR
縄
文

ナ
デ

11
2
I 
B2
1c

I層
深
鉢

口
縁
部

RL
縄
文
、
原
体
圧
痕
文

ミ
ガ
キ

I 
B2
0d

V層
深
鉢

口
縁
～
体
部

RL
縄
文
、
原
体
圧
痕
文

ミ
ガ
キ

I 
B1
9e
～
21
e
Ⅳ
層
 V
層
鉢

桐
部

沈
線
文
、
刺
突
文

ナ
デ

I 
B2
0d

V層
深
鉢

口
縁
～
体
部

沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○

I 
B2
0d

V層
台
付
鉢
口
縁
～
台
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)

ミ
ガ
キ

○

I 
B2
0d

V層
一 霊

口
縁
～
胴
部

(1
03
)

RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○

Ⅱ
 B
16
i

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文

I 
B2
0d

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
～
胴
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

12
0
I 
B1
0q

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

I 
B1
0q

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
～
体
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ナ
デ

I 
B1
6i

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

12
3
IB
10
q

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文
(格
子
目
状
)、
RL
縄
文

ナ
デ

28

グ
リ
ッ
ド
不
明

(1
号
溝
)

埋
土

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
(格
子
目
状
)

ミ
ガ
キ

○
○

1号
溝

埋
土

深
鉢

口
縁
部

刺
突
文
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

ナ
デ

○
○

Ⅱ
 B
12
p

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文

ナ
デ

Ⅱ
 B
10
q

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

I 
B1
31

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

突
起
、
沈
線
文
、
刻
目
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○

12
9
I 
B1
0p

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

突
起
、
沈
線
文
、
刻
目
文
、
RL
縄
文

ナ
デ

○
○

I 
B1
0q

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文

○
40

Ⅱ
 B
10
/

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

貼
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

13
2
IB
10
q

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
部

突
起
、
沈
線
文
、
刺
突
文

ナ
デ

表
採

深
鉢

口
縁
部

沈
線
文

*(
 )
の
口
径
・
底
径
は
推
定
値
、
器
高
は
残
存
値
。
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第
3表
 
土
製
品
観
察
表
(1
)

土
偶

第
2表
 
土
器
観
察
表
(6
)

No
出
土
地
点

層
位

器
種

部
位

口
径
(c
m)
底
径
(c
m
器
高
(c
m

外
面
(文
様
 
装
飾
・
地
文
・
原
体
な
ど
)

内
面
調
整
煤
付
着

備
考

図
版
写
図

外
面
内
面

Ⅱ
 B
10
q

Ⅳ
層

鉢
口
縁
～
体
部

(5
7)
無
文

ナ
デ

I 
B1
6i

Ⅳ
層

胴
部

沈
線
文
、
LR
縄
文

合
部
あ
り
?

40

13
6
I 
B1
5,

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
～
底
部

(2
02
)

小
波
状
口
縁
、
LR
縄
文

ナ
デ
O
○

I 
B1
0q

Ⅳ
層

朱
鉢

桐
～
底
郡

L無
節

ミ
ガ
キ

○
○

I 
Bl
lo

Ⅳ
層

深
鉢

口
縁
～
底
部

34
4
RL
・
LR
縄
文

ナ
デ

○
○

40

I 
B2
0d

Ⅳ
層
・
V層
注
口
?

貼
瘤
、
沈
線
文
、
LR
縄
文

14
0
I 
B1
5i

Ⅳ
層

注
口
?
胴
～
底
部

(6
9)
無
文
(ミ
ガ
キ
)

ナ
デ

l号
溝

埋
土

注
目
or
壼
口
縁
～
胴
部

貼
瘤

ナ
デ

I 
B1
6h

Ⅳ
層

宣
口
縁
～
胴
部
上

橋
状
把
手
(縦

)、
沈
線
文
、
刺
突
文
、
LR
縄
文

ミ
ガ
キ

○
○

I 
B1
0g

I 
Bl
lg

Ⅳ
層

重
?

口
縁
～
胴
部
上
(5
2)

無
文
、
橋
状
把
手
(縦
)

注
回
の
可
能
性
あ
り

I 
B1
41

Ⅳ
層

士 霊
胴
～
底
部

18
8)
無
文
(ミ
ガ
キ
・
粗
)

I 
B1
0q

Ⅳ
層

香
炉
形

胴
部

無
文
(ミ
ガ
キ
)、
貼
瘤
(欠
け
)

○

I 
B1
2o

Ⅳ
層

鉢
完
形
品

無
文

ナ
デ

ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
歪
み
あ
り

帥

14
7
I 
B1
9e

Ⅲ
層

鉢
口
縁
部

沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○
O

IB
19
e

Ⅲ
層

台
付
鉢
口
縁
～
台
部

(1
28
)
沈
線
文
、
RL
縄
文

ミ
ガ
キ

○

IB
2u

撹
乱

土
師
器
・
奏
口
縁
～
底
部

ナ
デ
 
ミ
ガ
キ

ナ
デ

Ю 　 舶 ミ

*(
 )
の
口
径
・
底
径
は
推
定
値
、
器
高
は
残
存
値
。

No
出
土
地
点

層
位

部
位

文
様

重
量
(g
l

備
考

図
版
写
図

2号
住

埋
土
上
位

左
肩

沈
線
文
、
刺
突
文

90
29

I 
B1
0q

Ⅳ
層

左
肩

貼
瘤
、
沈
線
文
、
刺
突
文

垂
れ
飾
り

No
出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
畳
(g
l

文
様

図
版
写
図

I 
B2
0d

V層
29
5

27
3

穿
孔
、
沈
線
文
、
貼
瘤

円
盤
形
土
製
品

No
出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量
(g
l

文
様

図
版
写
図

I 
B1
3m

Ⅳ
層

RL
縄
文
、
外
縁
打
ち
欠
け



第
3表
 
土
製
品
観
察
表
(2
)

耳
飾
り

No
出
土
地
点

層
位

幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量
(g
〉

備
考

図
版
写
図

3号
住

埋
土

22
6

6号
住

床
面

30
2

6号
住

床
面

07
3

6号
住

床
面

42

6号
住

埋
土

10
6

6号
住

埋
土

6号
住

埋
土

22
2

10
7

68
5

Ⅱ
 B
ll
q

Ⅳ
層

I 
B1
3

Ⅳ
層

32
4
内
側
に
赤
色
顔
料
付
着

I 
B1
6

Ⅳ
層

Ⅱ
 B
17
i

Ⅳ
層

10
5

45
3

42

第
4表
 
石
器
観
察
表
(1
)

No
器
種

出
土
地
点

層
位

長
さ
(c
m)
幅
(c
m)
厚
さ
(c
m)
重
量
(g
l

石
質
・
産
地
・
時
代

備
考

図
版
写
図

石
鏃

I 
B1
5j

Ⅳ
層

(2
29
)

06
5
珪
質
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

44
3

石
鏃

IB
8u

Ⅳ
層

(1
26
)

07
3
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

3

石
鏃

I 
B1
6i
 l
号
溝

寺
埋
土

(1
97
)

頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

3

石
鏃

3号
住

床
面

27
3

05
6

珪
質
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

先
端
部
欠
け

3

石
鏃

6号
住

床
面

14
2

買
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

3

Ю
石
鏃

6号
住

4土
36
8

04
9

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

3

石
鏃

6号
住

塁
土

(2
17
)

08
3
頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

石
鏃

8号
住

里
土

(2
73
)

14
3
頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

3

石
鏃

8号
住

埋
土

(2
19
)

03
3

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

44

石
鏃

IB
8t

Ⅳ
層

27
8

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

3

石
鏃

IB
lo

Ⅳ
層

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

3

石
鏃

IB
lo

Ⅳ
層

22
5
09
2
03
6

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
付
着

44
3

石
鏃

IB
Ⅳ
層

03
9
05
7
頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

44
3

石
鏃

IB
2o

Ⅳ
層

(1
33
)

珪
質
頁
岩
 
奥
羽
山
脈
 
新
生
代
新
第
三
紀

3

石
鏃

I 
B1
6i
  
l号
溝

溝
埋
土

19
8

頁
岩
 
北
上
山
地
 
古
生
代
後
期
～
中
生
代
前
期

先
端
部
欠
け

44
3

石
鏃

I 
B1
9g

I層
(3
25
)

頁
岩
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めとまV

1調 査 区

調査区は主に遺跡の北東部、中央部、南西部で、幅 5mの細長い箇所で、遺構は南西部の瀬月内川

に平行した段丘縁部から集中して見つかっており、調査区北東部は湿地状の地形で遺構・遺物は見つ

かっていない。中央部の現在未舗装道路として使用されている部分についても北側半分は湿地状、南

側については道路の下に排水溝があった。地山を掘りこんで作られた痕跡があり、このため遺構はな

く、遺物が散布的に出土するのみでである。

2遺  構
今回の調査で検出した遺構は、竪穴住居跡 10棟、炉跡 1基、土坑 2基、溝跡 1条である。時期は

溝跡が古代、他は検出面と出土遺物から縄文時代後期後葉である。

(1)竪 穴 住 居 跡
今回の調査で最も多く検出された遺構である。調査区が狭除なことや調査方法の制約、遺構の重複

などにより、遺構全体を調査できたものはなかった。重複関係にあるものは5号住居 (古 )→ 6号住

居→ l号住居 (新 )、 4号住居 (古 )→ 1号住居 (新 )、 2号土坑 (古 )→ l号土坑 (新 )で他に古代の

溝跡によって 3・ 7・ 10号住居が切られている。埋上に火山灰の混入が確認できたものは2棟で 1

号住居の検出面からは十和田 a降下火山灰 (to― a)、 6号住居埋土上位からは十和田b降下火山灰 (to―b)

が検出されている。住居内に炉が確認できたものは 3・ 5。 8'9号住居跡で形態はすべて石囲炉で

ある。 6号住居床面中央部からは石囲炉と同様の形態をした遺構が検出されているが、燃焼痕がない

ことや、周辺を含め土坑状の掘り込みになっていることから炉とは異なる性格の遺構と考えられる。

また、住居内に土坑が確認できたのは5'7号住居である。
今回の調査では住居内から出土した土器は縄文時代後期後葉～末葉にかけての上器であり、出土数

の多い深鉢形土器に装飾される文様の特徴から仮に口縁部端や頸部に貼瘤縄文帯を主体とする土器群

を前半期、縄文帯に代わって刺突文、刻目文が主体に施される土器群を伴うものを後半期とした場合、

2・ 5'7・ 8・ 10号住居が前半期、 1。 3・ 4・ 6・ 9号住居が後半期に属すると考えられる。

(2)炉
ⅡB 18 gグ リッドで 1基検出した。縄文時代の遺構では最も西側で標高の低い地点から見つかつ

た。遺構は古代の溝に隣接しており、この影響で遺構を含む周辺一帯が湿地状に変色した状況であつ

た。このため遺構の確認が遅れたが、炉のすぐ北側の調査区境壁面では竪穴状の掘り込みが確認でき

る (ただし、掘り下げ後に確認したためプラン全体は未確認である)ため、住居跡に伴う可能性が考

えられる。

(3)土   坑
3号住居の東側、工B12oグ リッドで 2基検出し、重複関係にある。 1号土坑の埋土上位からは

土器片が多く出上した。土器以外の遺物は確認されていないが、用途は貯蔵穴と考えられる。

-74-
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(4)溝   跡
調査区南西部の段丘縁に沿って検出された。埋土上位には十和田 a降下火山灰と思われる堆積物が

確認された。遺構の南側壁面の立ち上がりは北側と比較して、緩やかな箇所もあり、そこを深掘りに

よる調査で確認したところ湿地状になっていることが確認された。また、溝周辺の上壌は水性堆積に

よる植物の腐食などで変色した状態であった。遺構の埋土には縄文土器片や大きな礫などが含まれて

いたが、古代の遺物は見つからなかった。

3遺  物
(1)土   器
土器については3号住居 7～ 10、 6号住 38～ 42、 7号住居 49～ 54な どが床面から出土 している。

7号住居の床面出土土器については鉢・深鉢 。注目土器・皿形土器など器種も多様である。住居床面

以外の出土では 8号住居とその周辺に一括廃棄された土器がある。住居内出上のものについては本来

8号住居床面～埋土に含まれていたものを混同している可能性は否定できないが、第 21図のような

括 りで遺物を取 り上げたため、図中で同じ括 りにある、または隣接するものについては少なくとも同

時に一括廃棄されたものと考えられる。73。 74,76、 92～ 97は住居外および住居壁面を跨いで出上 し、

住居とははっきりと区別できる。また、地点の異なる 65'66の破片が接合するので隣接 して出土 し

た 64・ 70～ 72・ 77は一括性が高いと考えられる。

本遺跡の主体となる第Ⅱ群土器は後期後葉～末葉の十腰内V式、風張式上器、瘤付土器第工段階～

第Ⅳ段階相当を主体とする。当該期の上器が出土している遺跡では青森県三戸郡階上町滝端遺跡の第

4号住居床面出土土器や岩手県九戸郡一戸町小井田Ⅳ遺跡の第工群 5類土器、南東北では宮城県気仙

沼市田柄貝塚の第V群および第Ⅵ群土器などがある。軽米町の遺跡では大日向Ⅱ遺跡 (第 2～ 5次調

査)第Ⅳ群 4類および 5類土器、長倉 I遺跡第Ⅲ群 5類および 6類土器、板子屋敷 3遺跡 7号住居・

8号住居出土土器などで出土している。

(2)土  製 品
土偶 2点、耳飾 り10点、垂れ飾 り1点、円盤状土製品 1点が出土した。いずれも住居埋土かその

周辺から出上し、土偶と耳飾りは破片である。また、耳飾りの一部と垂れ飾 りには赤色顔料の付着が

確認された。

(3)石   器
出土した石器は石鏃、石錐、石匙などの剥片石器と磨製石斧、磨石類、敲石、砥石、石皿の礫石器

である。特に 6号住居からは石皿の出土数が多い。使用された石材は剥片石器が頁岩、珪質頁岩で、

礫石器では磨製石斧は頁岩、砥石はチャー ト、磨石類は砂岩、安山岩、石皿類は砂岩、花商閃緑岩、

安山岩、粘板岩などである。

(4)石 製 品
石棒 1点、垂れ飾り1点、用途不明石製品 1点が出土した。石棒は先端部が欠けている。垂れ飾り

はヒスイ産地分析によると既存の産地データとは化学組成が異なるため、原石産地を断定するには至

らなかった (79～ 84頁参照)。
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4 総括

(5)自 然 遺 物
炭化した種実が 2・ 5・ 8号住居内から検出された。分析鑑定結果から植物性食料の採集や食性の

一端が明らかになった。遺跡からはこれらの調理に使用した石皿や磨石類が出上しており、植物性食

料の採集・加工・調理が日常的に行われていたと考えられる。

4総  括
今回の調査で駒板 3遺跡が縄文時代後期後半を中心とする集落遺跡であることが判明した。また、

他にも縄文時代晩期中葉の上器片や古代の土師器なども見つかっていることから複数の時期に跨つて

生活に利用されていた複合的な遺跡であることも明らかになった。ただし、駒板 3遺跡の西側に隣接

する中位段丘面には、まつっこ遺跡・駒板 4遺跡などがあり、縄文時代後期以外の時代についてはそ

ちらが集落の主体である可能性も考えられる。

引用・参考文献

岩手県埋蔵文化財センター 1983『道地Ⅱ・Ⅲ遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 64集

岩手県埋蔵文化財センター 1983『小井田Ⅳ遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 69集

岩手県埋蔵文化財センター 1984『嶽Ⅱ遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 78集

岩手県埋蔵文化財センター 1986『駒板遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 98集

岩手県埋蔵文化財センター 1994『大日向亜遺跡』岩手県埋文センター文化財調査報告書第 225集

岩手県埋蔵文化財センター 201Xl『長倉 I遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 336集

岩手県埋蔵文化財センター 2006『上野場 3遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 477集

岩手県埋蔵文化財センター 2008『板子屋敷 3遺跡』 岩手県埋文センター文化財調査報告書第 537集

階上町教育委員会 2000 F滝端遺跡発掘調査報告書』

小林圭- 1999「 東北地方 後期 (瘤付土器)」『縄文時代』第 10号 縄文時代文化研究会

小林圭- 2008「瘤付土器」河ヽ林達雄 編 『総覧 縄文土器』刊行委員会

鈴木克彦 2001『北日本の縄文後期土器編年の研究』雄山閣

鈴木克彦 2004「硬玉研究序論」『玉文化』日本玉文化研究会
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Ⅵ 分析 。鑑 定

駒板3遺跡における炭化種実同定
株式会社古環境研究所

日 よ じ め に    ´

植物の種子や果実は、比較的強靭なものが多く堆積物中に残存することが多い。そこで、堆積物か

ら種実を検出しその群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推

定を行うことが可能である。また、出上した単体試料等を同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べ

ることができる。

ここでは、駒板 3遺跡の縄文時代後期後半の住居跡より出上した炭化種実について同定を行い、当

時の食料および植物利用について検討する。

2試  料
試料は、 5号住居の炉跡上面 (hlか ら配 3)、 2号住居 (血 4)、 8号住居 (h5)よ り出土した

炭化種実である。時期は縄文時代後期後半である。

3方  法
試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行っ

た。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

4結  果
(1)分 類 群
樹木 2分類群が同定された。学名、和名および粒数を表 1に示し、主要な分類群を写真に示す。以

下に同定の根拠となる形態的特徴を記載する。

〔樹木〕

オニグルミ 」uglanS ailanthifolia Carr.核 (破片)ク ルミ科
茶褐色で円形～楕円形を呈し、一端がとがる。側面には縦に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体

に不規則な隆起がある。

クリ Castanea crenata S.et Z.子葉 (破片)ブ ナ科
子葉は黒褐色で広楕円形を呈し、下端に広い付き部がある。断面は楕円～半円形である。

(2)種実群集の特徴
。5号住居の炉跡上面 (比 1か らh3)
オニグルミの破片、クリの破片力S同定された。

・2号住居 (比 4)

クリの破片が同定された。

・8号住居 (比 5)

クリの破片が同定された。
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5 所見とまとめ

5 所 見 と ま とめ
駒板 3遺跡において検出された縄文時代後期後半とされる住居跡より出上したえ化種実は、オニグ

ルミ核、クリ子葉であった。いずれも種子が食用となる有用植物であり、堅く残りやすい核と子葉で

ある。他の食用等の有用植物の植物遺存体は分解し、選択的に炭化したものが保存されたとみられる。

参考文献

南木睦彦 (1993)葉・果実・種子.日本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出捩会,p276-283.

渡辺誠 (1975)縄文時代の植物食 雄山問,187p.

表 1 駒板 3遺跡における炭化種実同定結果

学名

分類群 No l 醜 2 Nc 3 Nα 4 NQ 5

5号住居跡 2号住居跡埋土内 8号住居埋土

Arbor

」uglans ailanthifolia Carr

Castanea crenata S et Z

樹木

オニグルミ

クリ

核 (破片 )

子葉 (破片 )

駒板 3遺跡の炭化種実

配1オニグルミ核    No2
(破片)

―……B5,Omm

クリ子葉   配3
(破片)

…1.Omm

クリ子葉   N譴
(破片)

…日1.Omm

クリ子棄   防ヽ
(破片)

―■Omm

クリ子葉

(破片)

-5.Omm
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Ⅵ 分析・鑑定

駒板 3遺跡出上のヒスイ石製品の原石産地同定分析

株式会社第四紀地質研究所

1実 験 条 件

分析はエネルギー分散型蛍光X線分析装置で行なった。

この分析装置は標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる自動定量
計算システムが採用されており、6C～ 92Uま での元素分析ができ、ハイパヮーX線源 (最大 30
kV、 4mA)の採用で微量試料～最大 290 mm ф×80 mm Hま での大型試料の測定が可能である。
小形試料では 16試料自動交換機構により連続して分析できる。分析はバルクFP法でおこなった。
FP法 とは試料を構成する全元素の種類と濃度、X線源のスペクトル分布、装置の光学系、各元素の
質量吸】又係数など装置定数や物性値を用いて、試料から発生する各元素の理論強度を計算する方法で

ある。分析にあたっては標準サンプルを分析し、キャリブレーションを行い、装置の正常さを保って

行った。

実験条件はバルクFP法 (ス タンダードレス方式)、 分析雰囲気 =真空、X線管ターゲット素材 =
Rh、 加速電圧 =30 k V、 管電流 =自動制御、分析時間=200秒 (有効分析時間)である。

分析対象元素はSi,Ti,Al,Fe,Mn,Mg,Ca,Na,K,P,Rb,Sr,Y,Zrの 14元素、分析値は試料の含

水量=0と 仮定し、酸化物の重量 0/0を 1000/0に ノーマライズし、表示した。

地質学的には分析値の重量°/。 は小数点以下 2桁で表示することになっているが、微量元素の Rb,

Sr,Y,Zrは重量%で は小数点以下 3～ 4桁の微量となり、小数点以下 2桁では 0と 表示される。こ

こでは分析装置のソフトにより計算された小数点以下 4桁を用いて化学分析結果を表示した。

主要元素と微量元素の酸化物濃度 (重量%)で Si02-A1203,CaO― Na20の 2組の組み合わせで図
を作成した。

2分 析 試 料

分析に供した試料は第 1表化学分析表に示すように駒板 3遺跡から出土したヒスイ製遺物 1個で、

分析は遺物の表面と裏面を行った。比較姑比試料として、柏木川 13遺跡から出上した石製品と薄片、
産地同定用の試料として北海道埋蔵文化財センター所有のペンケユクトラシナイ沢で採取した原石、

斜里町立知床博物館より提供していただいた日高ヒスイ、井上が糸魚川翡翠峡の周辺で採取したヒス

イの原石である (北海道埋蔵文化財センター、2004)。
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3 分析結果

3分 析 結 果

3-l Si02‐ A1203の相関について

第 1図 Si02‐A1203図 に示すように柏木川 13遺跡の石製品、日高ヒスイ、糸魚川翡翠は Si02‐

A1203の相関においておのおの異なる領域に集中する。しかし、ペンケユクトラシナイ沢の原石は

全体に分散し、組成に類似性がない。相木川 13遺跡出上の石製品はSi02が 52～ 60%、 A1203が

2～ 60/Oの領域、日高ヒスイはSi02が 48～ 550/o、 A1203が 0～ 0.1%の 領域、糸魚川翡翠はSi02が

98～ 1000/O、 A1203が 0～ 60/Oの領域におのおの集中する。

駒板 3遺跡のヒスイはこれらの各原石と相木川 13遺跡の出土遺物の領域とは異なり、△1203が

20%以上の高い領域にあり、該当する原石はない。

3-2 CaO‐ Na20の相関について

第 2図 CaO‐ Na20図 に示すように相木川 13遺跡の石製品、日高ヒスイ、糸魚川翡翠はおのおの

異なる領域に集中する。しかし、ペンケユクトラシナイ沢の原石は全体に分散し、組成に類似性がな

い。相木ナキ113遺跡出上の石製品はCaoが 7～ 220/O、 日高ヒスイはCaOが 21～ 25%、 糸魚川翡翠

はCaOが 0～ 3%の領域におのおの集中する。

駒板 3遺跡のヒスイはこれらの各原石と柏木川 13遺跡の出土遺物の領域とは異なり、Na20が 13

%以上の高い領域にあり、該当する原石はない。

4 ま と め

第 1図～第 2図に示すように、駒板 3遺跡出上のヒスイ製遺物は相木川 13遺跡の石製品、

日高ヒスイ、糸魚川翡翠などとは化学組成が異なり、現在の対比試料では原産地の判断は

難しい。

化学組成的に見て、対比試料とは異質であるが肉眼的な観察による岩相では糸魚川の翡翠

に似ており、糸魚川の翡翠のうち良質の固いものは石英脈にヒスイ輝石の生成したもので、

Si02が 98～ 1000/oと 高いが、一部には翡翠色をしたもので幾分材質的に異なる緑色岩が

あり、糸魚川の翡翠の分析したものの中にSi02が 60%― のものがあり、これらのものに

近いのかもしれないが確証はない。

2)
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駒板 3遺跡 ヒスイ製遺物―表面

Ⅵ 分析・鑑定

駒板 3遺跡 ヒスイ製遺物―裏面
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調査区遠景 (上が北東)

写真図版 1 航空写真
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調査区近景 (南西側 。南西から)

調査区中央部 (道路部分・南から)

写真図版 2 調査区
-88-
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写真図版 6 3号 住居跡



4号住居跡 (平面 。SW→ )

埋土断面 (SW NEベル ト)
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写真図版 7 4号 住居跡
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写真図版 8 5号 住居跡
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6号住居跡 (平面 。NE→ )

,

埋土断面 (SW―NEベル ト・SE→ )

埋土断面 (NW‐SEベル ト・SW→ )

写真図版 10 6号住居跡
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写真図版 11 6号住居跡

6号住居跡掘り方完掘 (NE→ )
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写真図版 12 7号住居跡
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写真図版 13 8号住居跡
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埋土断面 (SE―NWベル ト・NE→ )

炉跡 (検出 。SE→ ) 遺物出土状況① (NW→ )

遺物出土状況② (SE→ ) 土器(61)出土状況① (SW→ )

土器(69)出土状況② (SW→ ) 石製品(246)出土状況 (SW→ )
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写真図版 14 8号住居跡
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写真図版 15 9号住居跡
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写真図版 16 9。 10号住居跡
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写真図版 17 1号炉
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写真図版 18



3号住居跡

写真図版 19 遺構内出土土器 (1)
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3号住居跡

5号住居跡

写真図版 20 遺構内出土土器 (2)
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5号住居跡

写真図版 21 遺構内出土土器 (3)
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写真図版 22 遺構内出土土器 (4)



―― 8号住居跡

写真図版 23 遺構内出土土器 (5)
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8号住居跡
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写真図版 24 遺構内出土土器 (6)
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写真図版 25 遺構内出土土器 (7)



食 4

8号住居跡 (周辺含む)

写真図版 26 遺構内出土土器 (8)
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8号住居跡 (周辺)

10号住居跡

写真図版 27 遺構内出土土器 (9)
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写真図版 28 遺構外出土土器 (1)
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写真図版 29 遺構外出土土器 (2)
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写真図版 30 遺構外出土土器 (3)、 土製品
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写真図版 31 石器 (1)
-117-



-118-
写真図版 32 石器 (2)



写真図版 33 石器 (3)
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写真図版 34 石器 (4)



写真図版 35 石器 (5)
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写真図版 36 石器 (6)



写真図版 37 石器 (7)、 石製品
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書 名 駒板 3遺跡発掘調査報告書

一昌 書 名 中山間地域総合整備事業 (大清水地区)関連遺跡発掘調査

巻 次

シ リ ー ズ 名 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

シ リー ズ 番 号 第 563集

編 著 者 名 溜 浩二郎

編 集 機 関 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

所  在  地 〒020-0853 岩手県盛岡市下飯岡■地割 185番地 TEL(019)638-9001

発 行 年 月 日 2009年 12月 24日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コー ド
北緯 東経

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

駒板 3遺跡 03501 IF92-1057 40度

17分

10秒

141度

24分

16秒

200809.01

20081118

1,587∬ 中山間地域総合

整備事業大清水

地区事業に伴う

緊急発掘調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

駒板 3遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡

炉跡

土坑

棟

基

基

１０

１

２

縄文土器・石器 (後

期 前 葉 ～ 末葉 中

心 )、 土製品 (上偶

など)、 石製品 (石

棒など)、 炭化種実

(オニグルミ・クリ)

縄文後期後葉～末葉の集落跡、住居跡

埋土から人面付香炉形土器・ヒスイ ?

石製品出土。

古代 溝跡 1条 土師器甕   1点

要 約 今回の調査で駒板 3遺跡は、縄文時代後期後葉を主体とする集落遺跡であることが明らかとなった。
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